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第
133
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
０
２
０
年
７
月
３
日
開
催
）

　

講
演
１

　

講
演
２

　

講
演
３

72541

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
日
中
経
済
連
携
の
可
能
性

中
国
に
お
け
る
「
法
治
」
の
二
重
性
と
そ
の
影
響

習
近
平
と
は
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
か
？

　
―
地
方
指
導
者
時
代
の
著
作
に
み
る
政
治
認
識
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、政
治
家
像
―
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世
紀
政
策
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究
所
研
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委
員
／
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ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
副
主
任
研
究
員
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世
紀
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策
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究
所
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究
委
員
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学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
准
教
授

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
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員
／

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
中
国
学
科
准
教
授

丁　
　
　

可

金
野　
　

純

鈴
木　
　

隆
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【
パ
ネ
リ
ス
ト
】（
順
不
同
）

　
　
　
【
モ
デ
レ
ー
タ
】　

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

77

　

講
演
４

59

中
国
共
産
党
政
権
を
め
ぐ
る
三
つ
の
視
点

21
世
紀
政
策
研
究
所
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究
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員
／
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ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
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所
副
主
任
研
究
員
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世
紀
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所
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主
幹
／

東
京
大
学
大
学
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総
合
文
化
研
究
科
教
授

21
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紀
政
策
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究
所
研
究
委
員
／

学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
准
教
授

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
／

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
中
国
学
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准
教
授

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／
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京
大
学
大
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院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

丁　
　
　

可
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島　
　

真

金
野　
　

純

鈴
木　
　

隆

川
島　
　

真
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質
疑
応
答
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ご
あ
い
さ
つ

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
は
、
２
０
１
８
年
よ
り
東
京
大
学
大
学
院
の
川
島
真
教
授
を
研
究
主
幹
と
し
、

中
国
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
経
済
、
技
術
、
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス

の
観
点
か
ら
研
究
を
行
い
、「
現
代
中
国
理
解
の
要
所
―
今
と
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
―
」
と
題
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
経
済
、
社
会
、
中
国
共
産
党
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
、
現

在
、「
中
国
の
政
策
動
向
と
そ
の
持
続
可
能
性
―
中
国
共
産
党
政
権
を
め
ぐ
る
三
つ
の
視
点
―
」
と
い

う
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
そ
の
報
告
書
を
も
と
に
、
研
究
主
幹
を
中
心
に
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
分
野
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
て
研
究
成
果
を
報
告

し
ま
す
。
後
半
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
在
の
こ
の
不
安
定
な
世
界
情
勢
も
念
頭
に

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。



5 ごあいさつ

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
私
ど
も
21
世
紀
政
策
研
究
所
と
し
て
は
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

試
み
で
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
に
ご
駐
在
の
会
員
企
業
の
皆
様
方
に
も
こ
の
画
面
を
通
し

て
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ご
参
考
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
大
変
簡
単
で

す
が
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
七
月
三
日

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
事
務
局
長　

太
田　

誠
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可

21
世
紀
政
策
研
究
所
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究
委
員
／

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
副
主
任
研
究
員

【
講
演
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フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
日
中
経
済
連
携
の
可
能
性
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今
後
の
日
中
経
済
関
係
を
考
え
る
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

私
は
、
今
後
の
日
中
経
済
関
係
を
考
え
る
上
で
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
中
国
市
場
、
米
中
対
立
で
す
。

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
日
本
社
会
は
今
、
全
力
で
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

経
団
連
の
中
西
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
デ
ジ
タ
ル
産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
日
本
経
済
に
活
力

を
注
ぐ
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
も
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
私
は
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
日
本
企
業
は
中
国
と
の
協
力
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
中
国
市
場
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
１
０
０
年
ぶ
り
の
大
危
機

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況
の
中
で
、
中
国
は
世
界
の
主
要
国
の
中
で
先
陣
を
切

っ
て
経
済
が
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
国
市
場
は
当
然
な
が
ら
、
日
本
企
業
に
と
っ
て

非
常
に
魅
力
的
な
存
在
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
米
中
関
係
で
す
。
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
米
中
の
関
係
が
決
定
的
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
本
は
米
国
と
同
盟
関
係
に
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
中
国
と
非
常
に
深
い
経
済
的
な
つ
な
が
り
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を
持
っ
て
い
る
国
で
す
。
こ
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ

る
日
本
と
し
て
は
、
米
中
関
係
の
行
方
が
当
然
な
が
ら

日
本
経
済
の
今
後
、
日
本
の
企
業
活
動
に
対
し
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
国
オ
ン
ラ
イ
ン
産
業
の
躍
進

　

で
は
最
初
に
、
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
中
国
は
コ
ロ
ナ
を
経

て
ど
の
ぐ
ら
い
の
進
展
が
あ
っ
た
の
か
、
簡
単
に
状
況

を
説
明
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
を
契
機
に
、
い
く
つ
か

の
代
表
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
産
業
に
お
い
て
、
中
国
の

新
興
産
業
は
躍
進
的
な
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
。
１
８
０
０
万
社

に
所
属
す
る
３
億
人
以
上
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
次
にE

dTech

、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
で
す
が
、
Ｋ

丁委員
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12
（
幼
稚
園
＋
小
中
高
）
の
人
口
１
・
７
億
人
の
う
ち
、
今
や
お
よ
そ
６
割
の
学
生
が
こ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
遠
隔
診
療
は
１
日
当
た
り
最
大
で
８
６
２
万
人
。
こ
れ
だ
け

の
患
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
中
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
産
業
で
は
数
百
万
人
、
数
千
万
人
と
い
う
単

位
で
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得
に
成
功
し
て
お
り
、
多
岐
に
わ
た
る
次
元
に
お
い
て
、
新
た
な
タ
イ
プ

の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
も
一
層
進
化
を
遂
げ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
の
事
例
は
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
非
接
触
型
検
温
装
置
で
す
。
５
Ｇ
の
通
信
技
術
が
導

入
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
１
分
間
に
２
０
０
人
の
体
温
測
定
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
技

術
を
使
っ
て
究
極
の
顔
認
証
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま
ま
の
顔
認
証
が
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に

実
現
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
事
例
は
、
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
健
康
コ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー

の
位
置
情
報
、
信
用
情
報
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
情
報
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
感
染
症
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
の
中
国
に
お
い
て
は
、
健
康
コ
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ー
ド
を
与
え
ら
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
市
民
に
し
か
公
共
交

通
機
関
を
使
う
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
こ
の
健
康
コ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
ん
ど

ん
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
飲
酒
状
況
、

前
の
晩
お
酒
を
ど
の
ぐ
ら
い
飲
ん
だ
か
、
睡
眠
状
況
、

何
時
間
寝
た
か
、
歩
数
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
本
数
な

ど
の
健
康
デ
ー
タ
も
追
加
し
始
め
て
い
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
ス
ー
パ
ー
ウ
ル
ト
ラ
健
康
ア
プ
リ
と
し
て
進
化

を
遂
げ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
量
の
ユ
ー

ザ
ー
情
報
の
蓄
積
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
獲
得
と
Ａ
Ｉ

の
技
術
の
進
歩
。
こ
の
両
者
の
間
に
は
、
実
は
一
つ

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が

資料 1　ビッグデータとA I の好循環

（出所） 講演者作成

ビッグデータの蓄積

サービスの
向上

AIアルゴリズム
の進歩
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蓄
積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
Ａ
Ｉ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
進
歩
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
一
層
数
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
国
の
デ

ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
今
や
ま
さ
に
こ
う
し
た
好
循
環
を
働
か
せ
な
が
ら
そ
の
競
争
力
、
技
術
力
を
高

め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
11
ペ
ー
ジ
資
料
１
）。

 

　
「
コ
ロ
ナ
テ
ッ
ク
」
で
深
ま
る
日
本
企
業
と
の
連
携

　

日
本
の
企
業
も
、
こ
う
し
た
中
国
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
優
位
に
着
目
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
一
つ
の
契

機
に
中
国
企
業
と
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
連
携
を
深
め
て
き
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
ま

す
（
資
料
２
）。

　

一
つ
目
は
、
ソ
ニ
ー
系
の
エ
ム
ス
リ
ー
と
い
う
医
療
会
社
の
事
例
で
す
。
こ
の
会
社
は
今
年
の
２
月

に
入
っ
て
か
ら
、
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
の
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
始
め
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
の
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
数
十
秒
で
患
者
の
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を
見
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
た
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
か
な
り
精
度
が
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高
く
、
専
門
医
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
し
、
つ
い
今
週
、
厚
生
労
働
省
の
審
査
に
も

合
格
し
ま
し
た
。
近
々
、
日
本
の
数
百
に
上
る
病
院

で
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
日
本
の
製
薬
会
社
大
手
の
塩
野
義
製

薬
の
事
例
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
真
っ
只
中
の
３
月
末
の

時
点
で
、
中
国
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
最
大
手
の
平
安
好

医
生
（
平
安
グ
ッ
ド
・
ド
ク
タ
ー
）
と
提
携
を
し
ま

し
た
。
中
国
で
利
用
し
や
す
い
医
療
デ
ー
タ
、
健
康

デ
ー
タ
な
ど
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
薬
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
中
国
企
業
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｘ
と
い
う
会
社
の

事
例
で
す
が
、
２
年
半
前
に
日
本
で
起
業
し
た
中
国

系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ

資料2　日本企業と中国企業の提携

（出所） 『日経新聞』と『日経中文網』の報道をもとに講演者整理
　（注） 2020年4月からBOLDLY

「コロナテック」を中心に、日本企業との連携が深まる「コロナテック」を中心に、日本企業との連携が深まる
日本企業 中国企業 提携分野

エムスリー アリババ AIによる CT 画像診断でコロナ判定

塩野義製薬 平安好医生 医療、健康データを活用して創薬

SB I
ホールディングス

平安保険グループ 地銀向けAI サービスの提供（顔認証、
声認識、リスク管理、融資、融資審査
など）

AIとAR技術によるオンライン不動産
販売部門を買収

GAテクノロジーズ　 NeoX（株）

SB Drive バイドゥ 自動運転
SINEWAVE IFLYTEK AIによる英検採点

（注）
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ッ
ク
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
同
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
不
動
産
販
売
部
門
が
日
本
の
上
場
企
業
に
買
収
さ
れ

ま
し
た
。
12
億
円
ぐ
ら
い
の
か
な
り
大
き
な
金
額
で
買
収
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
会
社
の
社
長
は
わ
ず
か
２
、 

３
年
で
彼
な
り
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を
日
本
で
成
し
遂
げ
た

わ
け
で
す
。 

　

中
国
か
ら
撤
退
し
な
い
日
本
企
業

　

次
に
二
つ
目
の
論
点
、
中
国
市
場
に
関
し
て
話
し
ま
す
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
が
大
流
行
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
中
国
全
土
で
生
産
ラ
イ
ン
が
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
、
日
系
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
も

大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
第
１
次
補
正
予
算
に
お
い

て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
改
革
と
い
う
名
目
で
２
４
０
０
億
円
ぐ
ら
い
の
追
加
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
特
定
国
か
ら
日
本
本
土
、
特
定
国
か
ら
第
三
国
へ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
移
転
が
目
指
さ
れ
た

わ
け
で
す
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
米
国
政
府
で
も
こ
れ
を
契
機
に
、
製
造
業
に
お
い
て
中
国
か
ら
米
国
本

土
へ
の
還
流
を
促
す
よ
う
な
政
策
も
取
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
時
期
、
世
論
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
中
国
の
ハ
ブ
的
な
地
位
が
、
決
定
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的
に
弱
体
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
が
沈
静
化
し
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
企
業
は
一
般
の
予
測
に
反
す
る
よ

う
な
意
思
決
定
に
動
い
た
と
い
う
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
ジ
ェ
ト
ロ
は
日
系
企
業
の
中
国

で
の
三
大
集
積
地
、
華
東
地
域
、
華
南
地
域
、
武
漢
に
お
い
て
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
華
東
と
華
南
に
つ
い
て
は
約
９
割
前
後
の
企
業
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

再
編
や
製
造
拠
点
変
更
の
予
定
は
な
い
と
い
う
回
答
を
出
し
て
い
ま
す
。
渦
中
の
武
漢
に
関
し
て
は
、

73
％
の
企
業
が
業
務
方
針
を
変
更
す
る
予
定
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
上
に
、
さ
ら
に
20
・
７
％
の
会

社
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
武
漢
で
の
製
造
拠
点
を
拡
大
す
る
予
定
が
あ
る
と
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
う
し
て
企
業
は
こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
の
か
。
決
め
手
と
な
る
の
が
中
国
市
場
の
回
復
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
２
通
り
の
統
計
を
出
し
て
み
ま
し
た
。
一
つ
目
の
指
標
は
、
中
国
の
内
需

を
示
す
社
会
小
売
総
額
と
い
う
指
標
で
す
（
16
ペ
ー
ジ
資
料
３
）。
５
月
ま
で
は
ま
だ
プ
ラ
ス
成
長
に

は
転
じ
て
い
な
い
も
の
の
、
き
れ
い
な
Ｖ
字
型
回
復
の
曲
線
を
描
い
て
き
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
二
つ
目
の
指
標
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
出
し
た
予
測
で
す
。
今
年
度
の
世
界
の



16

主
要
国
が
プ
ラ
ス
成
長
に
な
る
の
か
マ
イ
ナ
ス
成
長
に

な
る
の
か
、
世
界
経
済
の
全
体
の
成
長
に
対
し
て
プ
ラ

ス
に
働
く
の
か
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
の
か
を
示
す
指
標
が

あ
る
の
で
す
が
、
唯
一
今
年
プ
ラ
ス
成
長
を
実
現
し
て

世
界
経
済
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
貢
献
を
果
た
す
国
は
中

国
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
と
し

て
は
こ
の
よ
う
な
予
測
を
出
し
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
景
気
回
復
に
追
い
風
と

な
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
新
イ
ン
フ
ラ
建
設
で
す
。
中
国

政
府
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
５
年
間
で
10
兆
円
に
上

る
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行
う
と
宣
言
し
て
お
り
ま
す
。
主

た
る
目
的
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
構
築

に
な
り
ま
す
が
、
七
つ
の
重
点
領
域
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
５
Ｇ
通
信
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

資料3　中国国内の社会小売総額伸び率（前年比、％）

（出所） 中国統計局
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ッ
ト
、
大
規
模
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｉ
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
車
充
電
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　

中
国
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
も
こ
う
し
た
中
国
に

お
け
る
景
気
回
復
、
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
拡
大
傾
向

を
見
据
え
て
、
新
規
投
資
に
乗
り
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
以
降
の
主
要
な
案
件
の
情
報
を
表
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
（
資
料
４
）。
例
え
ば
ト
ヨ
タ
は
天
津
で

１
３
０
０
億
円
を
投
資
し
、
Ｅ
Ｖ
工
場
を
新
た
に
創
設
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
上
位
５
社
と

共
同
で
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
開
発
会
社
も
こ
れ
か
ら
設

立
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
電
産
は
１
０
０
０
億

円
投
資
し
て
大
連
で
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー
開
発
拠
点
、
ヤ
ク
ル

ト
は
無む

錫し
ゃ
くで
３
億
ド
ル
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
５
Ｇ
に
関
し

て
部
材
工
場
を
中
国
で
新
た
に
増
設
す
る
計
画
を
発
表
し

資料4　中国市場向け新規投資

（出所） 各社発表

企業名 投資案件 投資額

トヨタ 天津でEV工場 1300億円

日本電産 大連でEVモーター開発拠点 1000億円

ヤクルト 無錫第2工場 3億ドル

パナソニック ５G 部材工場増設 80億円

トヨタ 中国５社と共同で燃料電池シ
ステムの開発会社を設置

50億円（総額）
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て
い
ま
す
。

 

　

悪
化
の
一
途
を
辿
る
米
中
関
係

　

最
後
に
、
米
中
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
通
し
て
、
米
中

関
係
が
決
定
的
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
イ
テ
ク
の
分
野
を
中
心
に
米
国

は
今
、
中
国
を
徹
底
的
に
締
め
付
け
て
い
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
、
中
国
の
体
制
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を

米
国
が
吸
収
し
な
が
ら
、
中
国
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
国
に
対
す
る
技
術
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
後
い
く
つ
か
の
新
た
な
展

開
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
を
通
じ
た
基
幹
部
品
や
コ
ア
技
術
の
輸
出
規
制
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
25
％
規
制
で
し
た
が
、
今
回
は
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
関
し
て
こ
の
規
制
が
撤
廃
さ

れ
、
米
国
の
技
術
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
含
ま
れ
て
い
れ
ば
米
国
製
品
で
あ
ろ
う
と
第
三
国
の
製
品
で
あ

ろ
う
と
規
制
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
が
今
ま
で
非
常
に
強
く
依
存
し
て
き
た
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
へ
の
半

導
体
の
製
造
委
託
が
か
な
り
危
機
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
に
関
し
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て
は
、
こ
れ
ま
で
は
政
府
機
関
、
企
業
が
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
ハ
ル
ビ
ン
工
科
大

の
よ
う
な
名
門
大
学
も
規
制
の
対
象
に
な
り
、M
atlab

の
よ
う
な
日
々
の
理
工
系
の
研
究
開
発
の
現

場
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
研
究
ソ
フ
ト
も
使
用
不
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
的
交
流
に
つ
い
て
も
、
米
国
は
さ
ら
に
中
国
を
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
、
千
人
計
画
や

人
材
計
画
当
選
者
を
次
か
ら
次
へ
と
審
査
し
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
３
０
０
０
人
ぐ
ら
い
の

軍
関
係
の
留
学
生
を
送
還
さ
せ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
米
国
と
い
う
大
国
が
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
相
手
と
体
制
競
争
を
行
う
際
、
徹
底
的
に
叩

き
潰
す
と
と
も
に
相
手
の
優
れ
た
と
こ
ろ
も
き
ち
ん
と
学
習
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
動
き

を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
が
今
注
目
し
て
い
る
の
は
、
今
回
の
連
邦
議
会
で
審
議
中
の
「
限
り
な

き
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
法
」
で
す
。
５
年
以
内
にN

ational S
cience Foundation

で
10
の
重
点
領
域
へ

１
０
０
０
億
ド
ル
を
こ
れ
か
ら
投
入
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
中
国
の
状
況
に
詳
し
い
方
々
に
言
わ

せ
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
中
国
製
造
２
０
２
５
を
見
習
っ
た
米
国
版
の
産
業
政
策
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
対
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
学
長
の
コ
メ
ン
ト
が
非
常
に
興
味
深
い
で
す
。「
わ
れ
わ
れ
の
目
的
は

ス
モ
ー
ル
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
よ
る
機
械
学
習
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
中
国
の
デ
ジ
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タ
ル
優
位
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
自
由
へ
の
圧
力
を
緩
和
す
る
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

米
中
対
立
は
日
本
に
有
利

　

こ
の
米
中
対
立
は
、
少
な
く
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
に
関
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
日
本
企
業
に
と
っ
て
有

利
に
働
い
て
い
く
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
半
導
体
分
野
で
す
が
、
日
本
の
半
導
体

製
品
の
輸
出
先
の
シ
ェ
ア
を
見
て
み
ま
す
と
、
日
本
の
対
米
輸
出
は
、
今
か
ら
５
、 

６
年
前
ま
で
は
ま

だ
中
国
の
３
倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
が
、
貿
易
戦
争
を
契
機
に
対
中
向
け
の
比
率
が
一
気
に
増
え
、

昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
米
国
を
上
回
る
非
常
に
高
い
比
率
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

　

も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
野
は
人
材
で
す
。
ハ
イ
テ
ク
分
野
の
人
材
、
特
に
Ａ
Ｉ
の

人
材
で
す
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
図
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
（
資
料
５
）。
世
界
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
会
議
に

出
席
し
、
か
つ
論
文
が
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
研
究
者
の
出
自
を
示
し
て
い
る
２
枚
の
図
で
す
。
上
の
図

は
、
こ
れ
ら
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
Ａ
Ｉ
人
材
は
今
、
ど
の
国
で
勤
務
し
て
い
る
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
米
国
の
優
位
性
が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
ま
す
。
実
に
59
％
の
人
材
が
今
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資料5　トップレベルのA I人材の勤務国と出身国

（出所） Paulson Foundation

米中対立は日本に有利：A I 人材

トップレベルのA I 人材の勤務国

トップレベルのA I 人材の出身国

アメリカ 59％

アメリカ 20％

中国 11％

中国 29％

ヨーロッパ 10％

ヨーロッパ 18％

インド 8％

カナダ 5％

イギリス 4％

イラン 3％
イスラエル 3％

その他 10％

カナダ 6％

イギリス 4％

その他 10％
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米
国
で
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
下
の
図
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
全
く
違
う
状
況
が
生
じ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
材
は
、
学
部
生
ま
で
ど
こ
で
習
っ
た
の
か
。
こ
の
数
字
を
出
し
て
み
る
と
、
何
と
中
国
が

29
％
で
１
位
で
す
。
米
国
を
９
ポ
イ
ン
ト
も
リ
ー
ド
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
留
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
米
国
は
今
、
門
戸
を
閉
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
な
ど
の

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
分
野
で
中
国
人
留
学
生
に
ビ
ザ
を
発
行
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
し
、
た
と
え
彼
ら

が
学
位
を
取
れ
た
と
し
て
も
、
米
国
に
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、
こ
の
人
た
ち
は
退
去
し
て
中

国
に
戻
っ
て
く
る
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
中
国
以
外
も
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
の
中
で
、
特
に
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な

一
つ
の
勤
務
先
に
な
る
だ
ろ
う
と
見
て
お
り
ま
す
。

 

　

日
中
経
済
連
携
の
三
つ
の
課
題
と
日
本
の
選
択

　

今
ま
で
日
中
の
経
済
連
携
の
か
な
り
明
る
い
側
面
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
課

題
も
山
積
で
す
。
三
つ
の
二
者
択
一
と
し
て
整
理
を
し
ま
し
た
。
テ
ッ
ク
か
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
か
、
市
場

の
魅
力
か
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
健
全
化
か
、
経
済
の
原
理
か
日
米
同
盟
か
。
こ
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
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る
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
の
立
場
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
先
に
挙
げ
た
ほ
う
を
た
め
ら
い
も
な
く
選
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
政
府
は
、
安
全
保
障
の
こ
と
な
ど
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ど
う
し
て

も
後
に
挙
げ
た
ほ
う
の
、
企
業
の
動
き
に
対
し
て
少
し
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
よ
う
な
動
き
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
結
論
で
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
日
本
企
業
は
、
技
術
、
市
場
、
人
材
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
中
国
と
の
関
係
を
深
め
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
大
き
な

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
米
中
が
今
、
非
常
に
激
し
く
対
立
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
世

界
の
中
で
も
非
常
に
珍
し
く
、
米
国
と
同
盟
関
係
に
あ
り
な
が
ら
一
方
で
中
国
と
非
常
に
深
い
経
済
的

な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
国
で
す
。
こ
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ
る
日
本
の
決
断
は
、
実
は
こ
れ
か

ら
の
世
界
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
加
速
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
方
向
へ
立
ち
向
か
う
の
か
、
世
界
経
済
の
今
後
は
日
本
の
選
択
に
大
き
く
か

か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
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と
そ
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影
響
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中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
司
法
制
度
改
革

　

私
は
今
回
、
中
国
の
法
治
、
法
に
よ
る
統
治
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
こ
の

報
告
自
体
は
２
０
２
０
年
２
月
に
行
っ
た
研
究
会
の
内
容
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
香
港
で

国
家
安
全
維
持
法
の
導
入
云
々
で
、
中
国
の
法
治
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際
、
直
接
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
係
し
な
く
と
も
、
社
会
主
義
の
法
治

体
系
を
周
縁
部
分
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
香
港
や
台
湾
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
、
動
揺

を
生
ん
で
、
そ
れ
が
間
接
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
影
響
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
中
国
の
法
治
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
国
で
は
現
在
、
司
法
制
度
改
革
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
考

え
て
い
る
よ
う
な
法
律
体
系
と
は
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
法
治
体
系
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
の
た
め
、
具
体
的
な
内
容
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
の
は
非

常
に
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
中
国
で
は
、
政
治
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
「
強
い
国
家
」
実
現
の
た
め
の
武
器
と
し
て
の
法
律

が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
社
会
レ
ベ
ル
で
は
、
裁
判
所
の
独
立
や
、
公
正
な
裁
判
を
目
指
す
、
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裁
判
を
中
心
と
し
た
訴
訟
制
度
改
革
と
い
っ
た
、
い
わ

ゆ
る
冤
罪
問
題
な
ど
に
も
目
配
り
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
改

革
も
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
日
本
に
住
ん
で
い
て
毎
日
、
今
日
の
新

聞
の
１
面
の
も
そ
う
で
す
が
、
香
港
の
国
家
安
全
維
持

法
の
よ
う
な
も
の
を
見
て
い
る
と
、
中
国
に
お
け
る
司

法
、
法
と
は
、
中
国
の
強
い
国
家
実
現
の
た
め
の
道
具

と
し
て
の
法
の
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
末
端
社
会
で
の
法
の
変
化
に
も
目
配

り
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
「
法
治
の
二
重
性
」
と
表
現
し
た
わ
け
で
す
。

　
「
強
い
国
家
」
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
法
治

　

ま
ず
、
習
近
平
政
権
下
の
法
治
で
す
。
こ
れ
は
明
ら

金野委員



28

か
に
、
強
い
国
家
実
現
の
た
め
の
手
段
と

し
て
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
資
料
６
に
表

示
し
て
い
る
も
の
は
習
近
平
自
身
の
表
現

で
、
基
本
的
に
「
法
の
執
行
者
が
断
固
と

し
て
い
れ
ば
国
家
は
強
く
な
り
、
法
の
執

行
者
が
軟
弱
で
あ
れ
ば
国
家
は
弱
く
な

る
」。
こ
れ
は
も
と
も
と
中
国
の
古
典
か

ら
採
っ
た
表
現
の
よ
う
で
す
が
、
い
わ
ゆ

る
法
と
い
う
も
の
を
強
化
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
習
近
平
は
強
調
し
て
い
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
も
の
の
強
化
が
ど
う
い
う

も
の
か
と
い
う
と
、「
憲
法
を
核
心
と
し

た
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
法
律
体
系

資料6　「強い国家」実現のための手段

１ 習近平政権下の 法治

◆

→

「国家が永遠に富み栄えることはありえず、またずっと弱小であるわけ
ではない。法の執行者が断固としていれば国家は強くなり、法の執行
者が軟弱であれば国家は弱くなる。我々は小康社会の全面的達成に勝
負をつけなければならず、新時代の中国の特色ある社会主義の偉大な
勝利を奪取しなければならず、党の19大報告が提起した要求を遵守し
なければならず、依法治国を実行する全ての過程と各方面で党の領導
を貫徹し、揺るぎなく中国の特色ある社会主義法治の道を歩み、憲法
を核心とした中国の特色ある社会主義法律体系を完全なものとして、
中国の特色ある社会主義法治体系を建設し、社会主義法治国家を建設
し、中国の特色ある社会主義法治理論を発展させ、依法治国・依法執政・
依法行政を共に推進することを堅持し、法治国家・法治政府・法治社
会の一体建設を堅持し、 依法治国と依徳治国の結合、依法治国と依規治
党の有機的な統一を堅持し、司法体制改革を深化させ、全民族の法治
に関わる素養と道徳的資質を高める」（「なぜ全面的に依法治国を堅持
しなければならないのか？」）

究極的には 強い国家実現（＝中華民族の偉大な復興）のための手段 と
しての法治が前提となる。

（出所） 講演者作成

（１）  「強い国家」実現のための手段
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を
完
全
な
も
の
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
表
現
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会
主
義
法
律
体

系
と
い
う
こ
と
で
、
必
ず
し
も
我
々
が
想
像
す
る
よ
う
な
法
と
は
異
な
る
。
そ
の
内
容
と
は
い
か
な
る

も
の
な
の
か
と
い
う
と
、
法
に
よ
る
国
統
治
と
徳
に
よ
る
統
治
の
結
合
で
す
。
徳
と
い
う
の
は
共
産
党

を
指
す
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
法
に
よ
る
統
治
と
規
律
に
よ
る
党
の
支
配
の
有
機
的
な
統
一
を

堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

規
律
に
よ
る
党
の
支
配
が
強
調
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
中
国
は
ご
存
じ
の
と
お
り
一
党
独

裁
国
家
で
あ
る
た
め
、
究
極
的
な
意
味
で
三
権
分
立
は
難
し
い
わ
け
で
す
。
共
産
党
が
全
て
を
指
導
す

る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
法
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
の
と
同
時
に
、
規
律
に
よ
っ
て

党
内
を
引
き
締
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
腐
敗
が
蔓
延
す
る
と
い
っ
た
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
一
党
独
裁
体
制
下
に
お
け
る
法
律
に
よ
る
支
配
は
、
わ
れ
わ
れ

が
想
像
し
て
い
る
も
の
と
は
少
し
違
い
ま
す
。 

　
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
法
律
体
系
」
と
は
？

　

で
は
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
法
律
体
系
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
、
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党
内
の
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
、
法
治
と
は
「
何
ら
か
の
政
治
制
度
が
あ
れ

ば
そ
れ
に
合
っ
た
法
治
体
系
が
あ
る
」
と
答
え
が
あ
り
、
基
本
的
に
法
治
と
い
う
の
は
一
概
に
定
義
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
主
義
に
は
社
会
主
義
の
法
治
体
系
が
あ
る
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
な
ぜ
全
面
的
に
法
律
に
よ
る
支
配
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
共
産
党
内
の

想
定
問
答
集
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。「
近
年
、
西
側
の
敵
対
勢
力
と
社
会
の
一

部
の
下
心
の
あ
る
人
々
は
、
法
治
を
武
器
と
し
、
法
治
を
名
目
と
し
て
西
側
の
法
治
理
念
と
法
治
モ
デ

ル
を
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
が
、
目
的
は
法
治
問
題
を
突
破
口
と
し
て
中
国
共
産
党
の
領
導
と
わ
が
国

の
社
会
主
義
制
度
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
ま
さ
に
自
国
以
外
、
外
国
勢
力
に
対
す
る
敵
対
心

と
い
っ
た
も
の
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
な
答
え
を
提
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
現
在
の
香
港

に
お
い
て
国
家
安
全
維
持
法
が
導
入
さ
れ
る
一
つ
の
背
景
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

法
治
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
背
景

　

こ
う
し
た
法
治
を
め
ぐ
る
動
向
は
必
ず
し
も
習
近
平
政
権
で
唐
突
に
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
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歴
史
的
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
資

料
７
で
す
。
江
沢
民
時
代
か
ら
胡
錦
濤
時
代
ま
で
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
も
あ
る
の
で
全
て
を
読
み

上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に
簡
単
に
ま
と
め
ま
す
。 

　

問
題
意
識
と
し
て
は
、
冤
罪
や
誤
っ
た
裁
判
の
結
果
や

誤
審
を
防
ぐ
た
め
の
責
任
追
及
制
度
、
な
ぜ
冤
罪
が
発
生

し
た
の
か
、
そ
の
責
任
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
及
で
き
る
よ

う
な
制
度
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
公
安
、
検
察
、
裁
判
所
の
権
限
、
職
責
の
明
確

化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
中
国
共
産
党
の

一
党
独
裁
下
に
お
い
て
は
、
公
安
、
捜
査
機
関
、
検
察
や

裁
判
所
が
必
ず
し
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形
で
は
な
く
、

相
互
に
相
談
し
合
っ
て
初
め
か
ら
判
決
あ
り
き
の
裁
判
が

蔓
延
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
公
安
と

資料7　法治をめぐる歴史

（出所） 講演者作成

初めて「依法治国」という表現が報告の中に入る。「司法改革を推進し、司法機関
が法に基づいて独立・公正に裁判権と検察権を行使することを制度面から保証し、
冤罪や誤審の責任追及制度を構築する」

1997年　中国共産党第15回全国代表大会　江沢民

2002年　中国共産党第16回全国代表大会　江沢民

2007年　中国共産党第17回全国代表大会　胡錦濤

報告では「司法体制改革を深め、司法の職権のあり方をより良いものとし、司法
行為を規範化し、公正で高効率で権威ある社会主義司法制度を建設し、裁判機関・
検察機関が法に基づいて独立して公正に裁判権・検察権を行使できるように保証
する」

報告では「司法体制改革を推進する」「公正な司法と厳格な法執行の要求に照らし
て、司法機関の機構のあり方、職権区分と管理制度を完全なものとし、権限・職
責の明確化、相互の連携、相互の制約、効率の良い司法体制の運用をさらに健全
なものとする」
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検
察
と
裁
判
所
の
職
責
を
明
確
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
は
江
沢
民
以
来
、
中
国
共
産
党
の

問
題
意
識
と
し
て
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
現
在
、
習
近
平
政
権
下
で
顕
在
化
し
て
具
体
的
に
改

革
と
し
て
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
す
。

　

法
治
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

　

近
年
の
動
向
と
し
て
は
、
ま
ず
政
治
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
党
内
の
法
規
と
国
家
の
法
律
の
バ
ラ
ン
ス

を
調
整
し
な
い
と
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
も
話
し
た
と
お
り
、
中
国
共
産
党

の
一
党
独
裁
下
に
お
い
て
は
、
中
国
共
産
党
自
体
が
一
つ
の
大
き
な
国
家
規
模
の
組
織
で
す
か
ら
、
共

産
党
員
の
数
を
見
て
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
人
口
を
持
つ
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
想
像
す
る
よ
う

な
政
党
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
共
産
党
自
体
が
一
つ
の
国
家
と
し
て
統
治
の
対
象
と
な
る
レ
ベ

ル
の
大
き
さ
で
あ
り
、
国
内
の
法
律
と
同
時
に
、
党
内
も
党
内
法
規
に
よ
っ
て
治
め
る
と
い
う
形
で
バ

ラ
ン
ス
調
整
し
、
矢
継
ぎ
早
に
党
内
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
を
作
っ
て
、
法
律
に
よ
る
社
会
の
規

制
強
化
と
同
時
に
党
そ
れ
自
体
の
引
き
締
め
の
重
要
性
も
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
司
法
管
理
体
制
の
改
革
で
す
。
先
ほ
ど
話
し
た
と
お
り
、
中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
下
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で
は
党
の
組
織
、
党
の
委
員
会
が
裁
判
に
介
入
す
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
発
生
し
ま
す
。
そ
う
し
た
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
司
法
権
力
の
国
家
化
が
試
み
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
党
の
組
織
で
は

な
く
、
省
以
下
の
地
方
の
裁
判
所
や
検
察
を
省
級
で
大
き
く
統
一
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
現
在
、

模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
で
す
。
習
近
平
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
人
材
が
不
足
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
裁
判
所
関
連
に
は
34
万
人
い
る
中
で
、
裁
判
官
の
正
式
な
資
格
を
持
つ
人
間
は
20
万

人
に
も
至
ら
な
い
。
実
際
に
事
件
を
処
理
す
る
人
材
は
さ
ら
に
17
万
人
に
も
及
ば
な
い
。
多
く
の
地
方

で
52
歳
の
副
科
級
の
裁
判
官
、
55
歳
の
正
科
級
の
裁
判
官
は
、
事
件
処
理
経
験
が
豊
富
で
業
務
能
力
が

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
位
を
明
け
渡
し
て
早
期
に
第
二
線
に
退
く
よ
う
な
慣
習
が
あ
っ
て
、

こ
れ
は
人
材
資
源
の
浪
費
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
官
の
待
遇
が
非
常
に
悪
く
、
そ
れ
で
裁
判
官
を
辞

め
て
別
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
形
で
、
人
材
の
流
出
と
非
連
続
性
が
突
出
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
う
中
で
裁
判
官
と
検
察
官
と
警
察
・
公
安
の
専
業
の
序
列
、
そ
れ
ぞ
れ
の

報
酬
体
系
を
作
り
上
げ
て
人
材
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
い
う
動
き
も
現
在
、
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
四
つ
目
の
問
題
は
、
や
は
り
腐
敗
で
す
。
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
７
年
の
10
年
間
に
発
生
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し
た
幹
部
の
腐
敗
事
例
分
析
に
基
づ
く
と
、
司
法
に
関
す
る
腐
敗
事
件
は
１
６
４
件
、
公
安
系
統
は
70

件
、
裁
判
所
系
統
は
54
件
、
そ
の
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
黒
社
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
日
本
で
言
う
と

ヤ
ク
ザ
社
会
と
の
結
び
つ
き
と
い
っ
た
も
の
の
腐
敗
も
目
立
つ
し
、
裁
判
所
系
統
で
は
弁
護
士
と
の
内

部
の
も
た
れ
合
い
も
63
％
で
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
司
法
人
員
内
部
に
存
在
し
て
い
る
腐
敗
現
象
も
同
時

に
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
習
近
平
自
身
が
「
一
部
の
弁
護
士
と
裁
判
官
、
検
察
官
は
相
互
に
結
び
つ
い
て
司
法

ブ
ロ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
般
庶
民
が
言
う
に
は
『
規
律
を
守
ら
な
い
裁
判
官
が
被
告

の
も
の
も
原
告
の
も
の
も
取
り
上
げ
て
し
ま
う
』
で
あ
り
、
非
常
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。」

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
、
司
法
関
係
者
へ
の
取
り
締
ま
り
強
化
も
現
在
、
模
索
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ベ
ラ
ル
に
も
映
る
司
法
改
革
の
模
索

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
末
端
社
会
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
習
近
平
政
権
自
体
は
不
安
定
な
司
法
環
境
、

つ
ま
り
不
公
正
な
裁
判
が
末
端
社
会
の
安
定
感
を
損
な
う
の
で
は
な
い
か
、
庶
民
の
不
満
み
た
い
な
も
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の
を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
安
定
感
を
損
な
う
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
今
何
を
最
も
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
裁
判
を
中
心
と
し
た
訴
訟
制
度
、
つ
ま
り
従
来

の
公
安
や
検
察
、
裁
判
所
の
内
部
で
相
談
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
い
て
結
論
づ
け
て
い
く
裁
判
で
は

庶
民
の
不
満
が
溜
ま
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
す
。
し
か
し
現
在
、
先
ほ
ど
の
丁
先
生
の
報
告
で
も
あ
る

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
詐
欺
な

ど
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
な
問
題
が
あ
っ
て
、
庶
民
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
問
題
の
解
決
先
を
求
め

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
独
立
し
た
裁
判
所
が
裁
判
を
中
心
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
を
解
決
し
て

い
く
よ
う
な
形
の
司
法
環
境
は
、
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
は
社
会
の
安
定
性
を
維
持
す
る
上
で
極
め
て

重
要
で
す
。
単
純
に
党
委
員
会
が
全
て
を
解
決
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
裁
判
を
中
心
と

し
た
訴
訟
制
度
改
革
に
基
づ
い
て
庶
民
の
不
満
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立
場
か
ら
解
決
で
き
れ
ば
、
逆
に

言
え
ば
そ
れ
は
共
産
党
の
支
配
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
末
端
社
会
に
お
い
て

は
こ
う
し
た
、
あ
る
意
味
で
は
わ
れ
わ
れ
の
視
点
か
ら
見
る
と
リ
ベ
ラ
ル
に
も
映
る
司
法
改
革
が
模
索

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
一
つ
の
事
例
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
透
明
性
の
確
保
で
す
。
こ
の
サ
イ
ト
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「
中
国
裁
判
文
書
網
（http://w

enshu.court.gov.cn/w
ebsite/w

enshu/181029C
R4M

5A62C
H

/
index.htm

l

）」
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
誰
で
も
裁
判
文
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
済
的
な
も
の

に
関
す
る
裁
判
の
事
例
も
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
例
え
ば
日
本
人
の
拘
束
な
ど
政
治
的

に
微
妙
な
裁
判
は
裁
判
自
体
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
公
開
文
書
の
選
定
は
恣
意
的
に
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
の
内
容
な
ど
も
公
開
さ
れ
て
い
て
、
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
す
。
２
０
１
３
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
し
、
２
０
２
０
年
、
今
年
１
月
に
は

８
０
０
０
万
を
超
え
る
裁
判
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
高
人
民
法
院
の
公
開
裁
判
の
事
件
も
全

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
さ
れ
て
い
て
、
か
な
り
の
透
明
性
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
的
法
治
の
二
重
性
：
国
家
権
力
の
強
化
と
社
会
的
利
害
調
整
機
能

　

最
終
的
に
、
中
国
法
治
の
二
重
性
と
い
う
側
面
に
戻
っ
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
国
家
権
力
の
強
化
と

い
う
側
面
、
わ
れ
わ
れ
が
現
在
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
よ
う
な
側
面
が
ま
ず
一
つ
あ
り
、
も
う
一
つ

の
側
面
は
社
会
的
な
利
害
調
整
機
能
の
強
化
と
い
う
形
で
中
国
の
司
法
改
革
は
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　

時
間
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
細
か
い
内
容
、
引
用
文
は
こ
こ
で
は
割
愛
し
ま
す
。
お
手
元
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資料8　中国的法治の二重性

◆「法律武器」 という思考
例：「反分裂国家法 」

◆ 中央全面依法治国領導委員会
背景：習近平2012年「憲法の実施と監督の強化」言及、2014年「中共中央
関於全面推進依法治国若干重大問題的決議」
⇒合憲性審査や立法面での業務担当。

⇒立法面での中央集権化。

一般的に日本で想像されるような「市民の憲法上の権利」といった
話ではなく、 共産党の権威強化が目的 。習近平「我が国の憲法は、根
本法というかたちで、党が人民を率いて革命、建設、改革を行って得
た成果を反映しており、歴史と人民の選択において形成された中国
共産党の指導的地位を確立している」（「関於 《中共中央関於全面推
進依法治国若干重大問題的決定》 的説明」）。
憲法解釈も共産党によって一元的におこなうことで、新公民運動を
法的に牽制でき、党の権威強化にもつながる。

習近平「立法の質をさらに一歩高めることが必要である。一部の法
律法規は客観的規律や人民の願いを十分に反映できていない。（中
略）立法作業においてはセクショナリズムの傾向もあり、権力と利
益を奪いあって責任をなすりつける現象が比較的目立っており、一
部の立法は実際には一種の利益ゲームとなっており、（立法が）進展
しないのではなく、制定された法律法規が大きな効果を発揮しない
のである。 一部の地方では法規を利用して地方保護主義を行い、 
全国で統一的に開放され、ルール化された競争的市場秩序を形成す
る障害となっており、国家法治の統一を損ねている 」（同上資料）。

（出所） 講演者作成

（１）  国家権力の強化

◆ 問題の背景─司法の機能不全と冤罪率の高さ
（２）  社会的利害調整機能の強化

→

→

→

→

→
→

たとえば2011年、全国の法院で判決が下った105万あまりの刑事被告
人のなかで、無罪判決はたったの891人。1000分の1に及ばない。

「事件が法院におくられて、たとえ明らかに証拠に問題があっても、当事
者がすでに長期間拘留されており、もしも判決が無罪であるならば、
それは公安と検察院が誤った処理をしたということを意味している
こともあって、面子の上で体裁が悪いだけではなく、誤りについての
追及を受ける可能性がある。そのため一般的にはみな検察院の起訴内
容が判決となるのである」（佟麗華：弁護士、中共一八代代表、北京市人
代代表）
法院の権威と独立性を高める必要性が浮上。
2019年10月23日の新華社の報道によると、 2014年以来、8051件に上
る刑事事件が再審され、判決が変更された（最高人民法院・周強の談話）。
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の
資
料
（
37
ペ
ー
ジ
資
料
８
）
を
、
関
心
が
あ
る
方
は
後
ほ
ど
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の
社
会
主
義
法
律
体
系
の
海
外
展
開

　

も
う
一
つ
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
そ
う
し
た
中
国
共
産
党
の
特
色
あ
る
社
会
主
義

の
法
律
体
系
と
い
っ
た
も
の
を
海
外
に
展
開
し
て
い
く
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
香
港
の
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
香
港
は
中
国
の
一
部
で
す
の
で
必
ず
し
も
海
外
と
は
言
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
国
二
制
度
を
ず
っ
と
取
っ
て
き
た
体
制
の
中
で
、
習
近
平
を
中
心
と
し

た
共
産
党
独
裁
政
権
に
よ
る
法
律
体
系
を
浸
透
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る
ほ
ど
、
異
な
る
価
値
体
系
の
中
で
生

活
し
て
い
る
人
々
が
抱
く
違
和
感
も
増
幅
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
独
裁
政
権
下
に
お
け
る

司
法
の
恣
意
的
な
利
用
へ
の
恐
怖
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
不
安
を
今
後
も
た
ら
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
逆
に
、
そ
う
し
た
中
国
の
法
律
の
運
用
が
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
国
で
参
考
に
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
に
拡
大
し
て
い
く
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

資
料
９
の
最
後
に
載
せ
て
い
る
の
は
プ
ー
チ
ン
の
憲
法
改
正
の
記
事
で
す
が
、
こ
れ
は
以
前
、

２
０
２
０
年
２
月
の
報
告
の
際
に
書
い
て
、
そ
の
結
果
が
出
て
大
勢
が
決
し
た
の
は
実
は
今
日
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（
２
０
２
０
年
７
月
３
日
）
で
す
。
今
日

の
新
聞
の
１
面
に
出
て
い
ま
す
が
、
最
長

２
０
３
６
年
ま
で
プ
ー
チ
ン
氏
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
形
で
、
中
国
的
な
法
治
、
法
律
の
価
値
観

が
世
界
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
わ
れ
わ
れ

は
視
野
に
入
れ
な
が
ら
今
後
、
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

資料9　法治モデルから見たインパクト：ロシア

（出所） 講演者作成

→

＝

2019年11月1日「主権インターネット法」施行
外国からのサイバー攻撃の脅威に対処する名目で、ロシアのインター
ネット空間を国家権限で国外のネットワークから遮断できるようにす
る法律

→ モスクワ市は治安維持を担う内務省と連携し、 2017年から監視カメ
ラに人工知能を活用した顔認証機能を装備。当初は約16万台のうち
4000 台が顔認証用のデータベースに接続されていたが、モスクワ市
長は 2019年5月、 2020年中に最大約20万台の監視カメラに顔認証機
能を付ける計画をプーチン大統領に報告した。

→ プーチン ＝ 憲法改正で国際法との関係を見直し、国家主権の強化を図
る。「国際法や条約、国際機関の決定は、国民の権利や自由を侵害せず、 
憲法に反しない限り有効 となる」（2020年1月15日年次教書演説）

ソ連時代の厳しい監視社会を経験したロシアの世論は監視強化をさ
ほど気にしていない。 独立系世論調査機関が昨年8月、 国民に生活上
の主な懸念を複数回答で尋ねた調査では、「物価上昇」が59%でトッ
プで「市民の権利や民主的な自由の制限」は７%にとどまった」。（読売
新聞モスクワ支局長工藤武人「監視社会と無関心」 『 読売新聞 』 2020
年1月9日）





【
講
演
３
】習

近
平
と
は
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
か
？

―
地
方
指
導
者
時
代
の
著
作
に
み
る
政
治
認
識
、

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
政
治
家
像
―

　

鈴
木　
　

隆

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
／

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
中
国
学
科
准
教
授
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「
習
近
平
の
履
歴
書
」
を
書
く
理
由

　

今
日
は
、
習
近
平
氏
が
ど
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
な
の
か
に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
指
導
者
時
代
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
習
近
平
氏
に
注
目
す
る
か
。
も
う
少
し
詰

め
て
言
う
と
、
地
方
指
導
者
時
代
を
な
ぜ
今
回
取
り
上
げ
た
の
か
を
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
に
は
、
第
５
章
に
慶
應
義
塾
大
学
の
加
茂
具
樹
先
生
が
、

共
産
党
や
国
家
の
制
度
、
組
織
に
つ
い
て
分
析
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
茂
先
生
と
ど
の
よ
う
に
研
究
の

仕
切
り
を
す
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
実
は
私
も
２
０
１
６
年
に
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
『
共
産
党
と
ガ

バ
ナ
ン
ス
』
と
い
う
本
を
、
私
と
も
う
１
人
の
先
生
と
の
２
名
で
書
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
共
産
党
の

組
織
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
私
も
１
つ
の
研
究
の
柱
と
し
て
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
加
茂
先
生

と
の
分
担
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
た
わ
け
で
す
。
も
う
一
つ
、
そ
の
本
を
書
く
と
き
に
思
っ
た
こ
と
は
、

習
近
平
氏
が
非
常
に
画
期
、
時
代
を
画
す
る
指
導
者
で
あ
り
、
彼
が
あ
る
意
味
で
は
非
常
に
特
異
な
政

治
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
や
は
り
本
格
的
に
分

析
し
た
ほ
う
が
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

資
料
に
「『
画
期
』
と
し
て
の
習
近
平
」
と
意
味
深
な
タ
イ
ト
ル
で
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、『
日
経
新
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鈴木委員

聞
』
の
名
物
企
画
「
私
の
履
歴
書
」
で
は
な
い
で
す
が
、

私
が
彼
の
履
歴
書
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
習

近
平
氏
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
し
っ
か
り
と
資
料

を
読
ん
だ
形
跡
が
な
い
分
析
の
ほ
う
が
む
し
ろ
多
い
で

す
。
私
は
一
応
研
究
者
で
す
の
で
、
彼
が
今
に
至
る
ま

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
し
て

き
た
の
か
を
少
し
資
料
に
即
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
指
導
者
時
代
の
習
近
平

　

具
体
的
に
三
つ
の
事
項
①
長
期
政
権
の
可
能
性
、
②

中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
（
１
９
４
９
年
）
後
に
生
ま

れ
た
初
め
て
の
指
導
者
、
③
「
広
義
の
習
近
平
時
代
」
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の
到
来
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
三
つ
が
私
が
今
回
習
近
平
氏
に
注
目
し
た
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ

も
研
究
の
と
っ
か
か
り
と
し
て
ど
う
い
う
目
的
で
や
ろ
う
か
と
い
う
と
き
の
出
発
点
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
長
期
政
権
の
可
能
性
で
す
。
習
氏
は
２
０
１
２
年
に
現
在
の
共
産
党
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
以
降
、
個
人
集
権
に
邁
進
し
て
い
て
、
18
年
に
は
憲
法
を
改
正
し
、
国
家
主
席

に
は
そ
れ
ま
で
１
期
５
年
、
２
期
ま
で
の
10
年
間
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
取
っ
払

い
、
理
屈
上
で
は
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
氏
と
同
じ
よ
う
に
終
身
の
国
家
主
席
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
後
で
も
話
し
ま
す
が
、
非
常
に
流
動
的
な
政
局
の
中
で
決
ま
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
２
０
２
３
年
以
降
、
国
家
主
席
を
や
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
彼
自
身
が
や
る

か
や
ら
な
い
か
は
別
に
し
て
、
私
は
、
大
き
な
意
味
で
、
つ
ま
り
広
義
の
習
近
平
時
代
が
向
こ
う
10
年

間
ぐ
ら
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
15
年
間
ぐ
ら
い
は
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
、
少
し
人
物
を
深
掘
り
し
て
分
析
を
し
て
も
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
こ
れ
は
あ
ま
り
言
わ
れ
な
い
の
で
す
が
、
ご
く
基
本
的
な
事
実
と
し
て
、
習
近
平
氏
は

中
華
人
民
共
和
国
が
で
き
た
以
降
に
生
ま
れ
た
初
め
て
の
指
導
者
で
す
。
前
任
の
胡
錦
濤
、
江
沢
民
、

鄧
小
平
、
毛
沢
東
。
毛
沢
東
、
鄧
小
平
は
文
字
ど
お
り
国
づ
く
り
を
し
た
人
物
で
す
が
、
習
氏
は
初
め
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て
、
現
在
あ
る
体
制
が
純
粋
培
養
し
た
、
あ
る
い
は
培
養
さ
れ
た
指
導
者
で
す
。
こ
の
こ
と
は
言
い
換

え
る
と
、
文
化
大
革
命
期
の
制
度
的
混
乱
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
比
較
的
制
度
や
組

織
を
営
々
と
作
り
上
げ
て
き
た
共
産
党
の
中
で
生
ま
れ
た
初
め
て
の
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ

ま
り
、
習
氏
の
次
の
指
導
者
、
次
の
次
の
指
導
者
も
一
定
程
度
そ
の
政
治
の
考
え
方
や
行
動
の
様
式
に

お
い
て
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
に
着
目
す

る
理
由
は
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
「『
広
義
の
習
近
平
時
代
』
の
到
来
」
で
す
が
、
来
年
は
中
国
共
産
党
が
結
党
さ
れ
て

１
０
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
７
月
で
す
。
そ
の
次
の
年
２
０
２
２
年
に
は
、
５
年
に

１
度
開
か
れ
る
党
大
会
が
あ
り
、
そ
れ
を
経
て
新
し
い
党
総
書
記
が
出
ま
す
。
お
よ
そ
半
年
後
の

２
０
２
３
年
の
、
慣
例
で
は
お
そ
ら
く
３
月
ぐ
ら
い
で
す
が
、
全
人
代
が
開
か
れ
て
次
の
国
家
主
席
が

登
場
す
る
。
要
す
る
に
、
中
国
は
来
年
以
降
、
激
し
い
政
局
、
特
に
習
近
平
氏
の
、
私
自
身
は
彼
は
政

権
を
続
投
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
す
る
か
し
な
い
か
は
別
に
し
て
、

新
し
い
指
導
者
、
な
い
し
は
政
権
が
続
投
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
権
力
を
め
ぐ
る
か
な
り
熾
烈
な
争
い

が
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
て
き
ま
す
。
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問
題
は
、
習
氏
が
党
総
書
記
や
国
家
主
席
を
続
投
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仮
に
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
現
状
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
状
況
か
ら
言
う
と
習
氏
は
、
自
分
の
意
志
に
比
較

的
忠
実
な
地
方
指
導
者
時
代
か
ら
の
子
飼
い
の
部
下
た
ち
、
省
党
委
員
会
書
記
レ
ベ
ル
で
た
く
さ
ん
い

ま
す
し
、
中
央
の
国
家
機
関
の
枢
要
な
ポ
ス
ト
に
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
選
ぶ
可
能
性
の

ほ
う
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

鄧
小
平
氏
も
そ
う
で
し
た
が
、
名
目
上
の
最
高
指
導
者
が
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
実
力
者
と

し
て
向
こ
う
10
年
、
15
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で
、
広
い
意
味
で
の
習
近
平
時
代
が
来
る
可
能
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
や
は
り
注
目
す
る
理
由
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
報
告
書
の
最
後
に
書
い
た
の
で
す
が
、
習
氏
が
国
賓
と
し
て
来
日
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
な
さ
そ
う
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
も
の
が
今
日
の
中
国

政
治
に
お
い
て
は
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

習
近
平
に
歴
史
あ
り

　

中
国
の
新
華
社
が
出
し
て
い
る
資
料
に
習
氏
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。
人
に
歴
史
あ
り
と
は
よ
く
言
っ
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た
も
の
で
、
例
え
ば
あ
ま
り
見
な
い
写
真
で
す
が
、
習
氏
が
一
人
娘
を
自
転
車
の
荷
台
に
乗
せ
て
走
っ

て
い
る
写
真
も
あ
り
ま
す
。
車
椅
子
に
乗
っ
た
習
仲
勲
を
押
し
て
い
る
写
真
も
あ
り
ま
す
。
問
題
は
、

彼
自
身
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
太
子
党
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
習
仲
勲
、
80
年
代
に
は
最
高

指
導
部
入
り
し
て
い
た
人
物
で
す
が
、
そ
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一

つ
経
歴
上
重
要
な
こ
と
は
、
彼
自
身
は
中
央
軍
事
委
員
会
で
、
現
役
の
軍
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
も
国
防
大
臣
の
秘
書
と
い
う
、
非
常
に
高
い
ラ
ン
ク
の
軍
人
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

　

経
歴
に
つ
い
て
は
年
表
風
に
ま
と
め
て
い
ま
す
が
（
48
ペ
ー
ジ
資
料
10
）、
太
字
で
書
い
た
と
こ
ろ

は
各
任
地
で
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
は
と
も
か
く
と
し
て
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
す
ご
く
長
い
間
地
方
に

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
２
０
０
７
年
に
最
高
指
導
部
入
り
す
る
ま
で
25
年
間
、
彼
は
地
方
の
人
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
極
め
て
珍
し
い
で
す
。
共
産
党
の
指
導
者
は
、
非
常
に
早
い
段
階
で
指
導
者
育
成

を
何
人
か
の
候
補
に
絞
っ
て
経
歴
や
人
脈
を
付
け
さ
せ
る
の
が
一
般
的
な
や
り
方
で
す
。
企
業
の
中
で

も
幹
部
候
補
を
何
人
か
長
期
的
に
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
コ
ー
ス
と
は
か
な
り
違
っ

た
コ
ー
ス
を
通
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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資
料
10　

習
近
平
の
経
歴

職
位

 ・
 肩

 書
期

　
間

1969～
1975年

1975～
1979年

1979～
1982年

1982～
1983年

1983～
1985年

1985～
1988年

1988～
1990年

1990～
1993年

1993～
1995年

1995～
1996年

1996～
1999年

1974年
 1 月

陝
西
省

延
川

県
文

安
驛

公
社

梁
家

河
大

隊
に

入
隊

、
知

識
青

年
、

大
隊

党
支

部
書

記
中

国
共

産
党

入
党

清
華

大
学

化
工

系
基

本
有

機
結

合
専

業
、

卒
業

国
務

院
弁

公
庁

、
中

央
軍

事
委

員
会

弁
公

庁
秘

書
（

現
役

）
河
北
省

正
定

県
党

委
員

会
副

書
記

共
産

党
中

央
農

村
政

策
研

究
室

の
「

特
約

研
究

員
」

 に
就

任
（

1982年
）

河
北

省
正

定
県

党
委

員
会

書
記

正
定

県
武

装
部

第
一

政
治

委
員

・
党

委
員

会
第

一
書

記
福
建
省
ア
モ
イ
市

党
委

員
会

常
務

委
員

、
 副

市
長

福
建
省
寧
徳
地
区

党
委

員
会

書
記

、
寧

徳
軍

分
区

党
委

員
会

第
一

書
記

福
建
省
福
州
市

党
委

員
会

書
記

、
同

市
人

代
常

務
委

員
会

主
任

、
福

州
軍

分
区

党
委

員
会

第
一

書
記

福
建

省
党

委
員

会
常

務
委

員
、

福
建

省
福

州
市

党
委

員
会

書
記

、
同

市
人

代
常

務
委

員
会

主
任

福
州

軍
分

区
党

委
員

会
第

一
書

記
福

建
省

党
委

員
会

副
書

記
、

福
建

省
福

州
市

党
委

員
会

書
記

、
 同

市
人

代
常

務
委

員
会

主
任

福
州

軍
分

区
党

委
員

会
第

一
書

記
福
建
省
党
委
員
会

副
書

記
、

福
建

省
高

射
砲

予
備

役
師

団
第

一
政

治
委

員
第
1
5
期
党
中
央
候
補
委
員

（
1997～

2002年
）

福
建

農
業

大
学

の
兼

職
教

授
に

就
任

（
1996年

）
（

こ
の

間
、

 1996年
か

ら
2

年
間

、
 清

華
大

学
人

文
社

会
学

院
マ

ル
ク

ス
主

義
理

論
・

思
想

政
治

教
育

専
業

在
職

研
究

生
班

、
修

士
課

程
で

学
ぶ

）
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職
位

 ・
 肩

 書
期

　
間

2000～
2002年

2007年
2007年

10月

2003～
2007年

浙
江

省
党

委
書

記
、

浙
江

省
人

代
常

務
委

員
会

主
任

、
浙

江
省

軍
区

党
委

員
会

第
一

書
記

上
海
市

党
委

員
会

書
記

、
上

海
警

備
区

党
委

員
会

第
一

書
記

第
1
7
期
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員

（
以

後
、

18・
19期

中
央

政
治

局
常

務
委

員
）、

党
中

央
書

記
処

書
記

2007～
2008年

2008～
2010年

第
17期

党
中

央
政

治
局

常
務

委
員

、
党

中
央

書
記

処
書

記
、

中
央

党
校

校
長

第
17期

党
中

央
政

治
局

常
務

委
員

、
党

中
央

書
記

処
書

記
、

国
家

副
主

席
、

中
央

党
校

校
長

2002年
浙
江
省

党
委

員
会

副
書

記
、

副
省

長
、

代
理

省
長

、
南

京
軍

区
国

防
動

員
委

員
会

副
主

任
浙

江
省

国
防

動
員

委
員

会
主

任

2002～
2003年

第
16期

党
中

央
委

員
（

以
後

、
17・

18・
19期

中
央

委
員

）、
浙

江
省

党
委

員
会

書
記

、
代

理
省

長
浙

江
省

軍
区

党
委

員
会

第
一

書
記

、
南

京
軍

区
国

防
動

員
委

員
会

副
主

任
、

浙
江

省
国

防
動

員
委

員
会

主
任

2013年
～

2012～
2013年

党
中
央
委
員
会
総
書
記

、
党

中
央

軍
事

委
員

会
主

席
、

国
家

副
主

席
、

国
家

中
央

軍
事

委
員

会
副

主
席

党
中

央
委

員
会

総
書

記
、

党
中

央
軍

事
委

員
会

主
席

、
国

家
主

席
、

国
家

中
央

軍
事

委
員

会
主

席

2010～
2012年

第
17期

党
中

央
政

治
局

常
務

委
員

、
党

中
央

書
記

処
書

記
、

国
家

副
主

席
、

党
中

央
軍

事
委

員
会

副
主

席
国

家
中

央
軍

事
委

員
会

副
主

席
、

中
央

党
校

校
長

福
建

省
党

委
員

会
副

書
記

、
省

長
、

南
京

軍
区

国
防

動
員

委
員

会
副

主
任

、
福

建
省

国
防

動
員

委
員

会
主

任
福

建
省

高
射

砲
予

備
役

師
団

第
一

政
治

委
員

（
こ

の
間

、
1998年

3
月

～
2002年

1
月

、
清

華
大

学
人

文
社

会
学

院
マ

ル
ク

ス
主

義
理

論
・

思
想

政
治

教
育

専
業

在
職

研
究

生
班

、
博

士
課

程
で

学
ぶ

。
博

士
学

位
論

文
「

中
国

農
村

市
場

化
研

究
」

で
、

法
学

博
士

号
取

得

1999～
2000年

福
建

省
党

委
員

会
副

書
記

、
代

理
省

長
、

 南
京

軍
区

国
防

動
員

委
員

会
副

主
任

、
 福

建
省

国
防

動
員

委
員

会
主

任
、

福
建

省
高

射
砲

予
備

役
師

団
第

一
政

治
委

員

（
出

所
） 講

演
者

作
成
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25
年
間
の
地
方
指
導
者
時
代
の
う
ち
、
17
年
が
福
建
省
と
い
う
東
部
の
海
に
面
し
た
と
こ
ろ
、
し
か

も
台
湾
前
線
、
台
湾
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
い
た
と
い
う
地
理
的
な
影
響
は
、
彼
の
政
治
ス
タ
イ
ル
を
考

え
る
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
建
省
の
後
は
例
え
ば
浙
江
省
、
上
海
市
な
ど
、
つ
ま
り
彼
は
い
つ
も
海
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

い
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
海
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
や
は
り
海
軍
や
国
家
海
洋
局
な
ど
、
海
洋
進
出
、

も
っ
と
言
え
ば
水
産
業
の
発
展
の
よ
う
な
も
の
に
非
常
に
彼
は
関
心
が
高
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
報
告

書
の
中
に
は
細
か
く
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

政
治
論
の
中
の
持
続
的
要
素
：
政
治
認
識
の
範
型
、
指
導
ス
タ
イ
ル
、
支
配
の
構
成

　

ま
ず
そ
も
そ
も
習
近
平
氏
が
、
世
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
政
治
的
な
事
象
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
ど
う
考
え
、
筋
道
を
立
て
て
い
る
の
か
を
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
読
ん
で
、
お
お
よ
そ
資
料
11
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。 

　

細
か
い
こ
と
は
省
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
政
治
志
向
の
基
本
的
な
流
れ
と
し
て
大
事
で
す
。
こ
れ
は
冒

頭
話
し
た
と
お
り
、
習
近
平
氏
だ
け
の
特
徴
で
は
な
く
て
、
お
よ
そ
中
国
共
産
党
の
現
役
の
政
治
家
や



51 講演 3

資料11　政治論の中の持続的要素

a ) 政治思考の基本的な流れ：「二点論」と「重点」論

b ) 普遍性への留保と「場」のもつ独自性の強調、現場・情報・調査の重視

c ) 「圧力」型リーダーによる組織的緊張感の維持、選挙への不信

d ) 一党支配の堅持とエリート主義の政治的伝統

e ) 経済発展と思想統制の並進、闘争観念に基づく言論・学問の自由の否定

①「主要矛盾」（核心的問題）と「副次矛盾」（核心的問題から派生する副次的
　論点）の識別・整理

③上記の抽象性と一般性の検討を踏まえて、さらに、具体性・特殊性・
　独自性の要素を加味

④ウェイトをきかせた複数の選択肢の提示 、 同時に 、 一方の重視と他方
　の軽視の戒め

②核心・副次的問題群の解決策を検討する際、対立する複数要素の提示とそ
　れらの関係性の吟味

「各方面の積極性を引き出し擁護することに注意を払うのは、指導方法と
活動方法の重要な内容だ。 …… 圧力があるのは、事業心と責任感の表れで
ある。油井は圧力がなければ、石油はでない。 人は圧力がなければ軽飄飄
であり、圧力を動力に転化すれば、活動を促して質を高められる。だが、
圧力が大きすぎれば、受容可能な範囲を超えてしまい、感情に悪影響を及
ぼし、逆効果をもたらす。活動を指導するときの重要な中身は、まさに「圧
力調整器」の役割を発揮することであり、末端に対し 「増圧」と「減圧」
をタイミングよく行い、そうすることで一種の「常圧」の活動状態を終始
維持する。「調圧」の目的は、各方面の積極性をよりよく引き出して擁護す
ることにある。 ガスは膨らませるべきで、放出させてはならない。」

（出所） 講演者作成

2政治論の中の持続的要素：政治認識の範型、指導スタイル、支配の構成

　・ 複数要素は多くの場合、 二項対立の図式で提示（ ＝ 「二点論」、 ●と▲）
　・ ●と▲は、 通常、 高度に抽象度を高めた対義的 ・ 単純な用語で表現
　　例：普遍－特殊、 統一－分裂、 民主－集中、 質－量、 長期－短期、 市場－政府
　・ 複数要素のどの部分が対立し、どの部分が親和的で協調可能か、 などの再検討

　・ 問題解決のため、●と▲に対応した複数（通常は２～３）の主な解決策と、その重点
　　の指示（ ＝「重点論 」）
　・ ただし、「主たる方針はAだが、それ以外のB、C もおろそかにせず、 全体のバラ
　　ンスに注意せよ」 との主張

　・ この独自性のスパイスは、多くの場合、中国または各任地の社会経済の発展段階
      や人心の動向など、ローカルな各種の特徴
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国
家
の
官
僚
た
ち
が
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い
る
政
治
的
な
思
考
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
そ
れ
は
具
体

的
に
言
う
と
、
中
国
共
産
党
や
政
府
の
幹
部
は
、
定
期
的
に
党
の
学
校
に
招
集
さ
れ
、
政
治
教
育
や
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
、
国
際
情
勢
、
経
済
問
題
を
教
育
さ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
整
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
繰
り
返
し
、
実
務
を
や
り
な
が
ら
新
し
い
経
済
知
識
や
経
済
の
動
き
や
国
際
情
勢

を
叩
き
込
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
２
週
間
ぐ
ら
い
泊
ま
り
込
み
で
合
宿
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
こ
う
し
た
政
治
的
な
思
考
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
叩
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
も
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
習
近
平
氏
を
含
め
て
共
産
党
指
導
者
に
共
有
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
興
味
深
い
言
葉
を
引
い
て
お
く
と
、
資
料
11
の
c）
に
関
わ
り
ま
す
が
、
や
は
り
習
氏
は
優

し
い
ス
タ
イ
ル
は
あ
ま
り
好
み
ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
常
に
圧
力
を
部
下
に
か
け
、
組
織
に
は
強

面
の
指
導
者
で
ふ
る
ま
う
。
引
用
に
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
を
油
井
の
石

油
を
出
す
ポ
ン
プ
、
圧
力
に
喩
え
ま
す
。
圧
力
を
か
け
過
ぎ
て
も
駄
目
だ
し
弱
過
ぎ
て
も
駄
目
で
、
リ

ー
ダ
ー
は
そ
の
へ
ん
の
塩
梅
を
常
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
油
井
の
比
喩
は
彼
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
の
中
で
よ
く
出
て
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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今
挙
げ
た
資
料
11
の
a）
～
e）
は
比
較
的
長
期
間
、
今
日
に
至
る
ま
で
習
氏
の
政
治
論
の
中
で
一
貫

し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
す
。
当
然
、
彼
は
い
ろ
い
ろ
な
任
地
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
下
積
み
か

ら
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
彼
の
強
み
で
も
あ
り
自
信
な
の
で
す
が
、
中
国
で
は
市
よ
り
も
県
の
ほ
う

が
下
で
、
県
レ
ベ
ル
か
ら
市
レ
ベ
ル
、
省
レ
ベ
ル
と
一
歩
一
歩
出
世
を
し
て
き
た
と
い
う
指
導
者
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
報
告
書
に
細
か
く
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
結
構
面
白
い
言

葉
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
交
ぜ
て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

任
地
と
職
位
に
と
も
な
う
変
化
の
要
素
：
政
治
家
と
し
て
の
成
長
と
政
治
論
の
変
遷

　

私
が
い
く
つ
か
ぜ
ひ
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ま
ず
一
貫
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
彼
は
台
湾
問
題
、

そ
し
て
そ
れ
に
関
連
し
た
軍
事
の
問
題
に
は
非
常
に
高
い
関
与
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
れ
は
あ
ま
り
言
わ
れ
な
い
の
で
す
が
、
彼
は
も
と
も
と
農
業
専
門
家
の
経
歴
を
持
っ

て
い
ま
す
。
中
国
で
言
う
農
業
と
い
う
の
は
一
般
的
な
食
料
生
産
だ
け
で
は
な
く
、
牧
畜
、
林
業
、
水

産
業
な
ど
一
次
産
業
全
体
を
指
す
概
念
で
す
。
環
境
問
題
や
水
産
業
の
発
展
、
そ
し
て
農
村
の
発
展
、

都
市
に
比
べ
た
農
村
の
発
展
の
遅
れ
、
そ
う
い
っ
た
問
題
意
識
が
も
の
す
ご
く
高
い
人
物
だ
っ
た
と
い
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う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
農
業
を
核
と
し
て
環
境
問
題
の
取
り
組
み
や
都
市
・
農
村
の
格
差
、
海
の
問

題
な
ど
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
長
い
間
関
わ
っ
て
き
た
人
物
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
香
港
問
題
を
見
る
に
つ
け
、
や
は
り
天
安
門
事
件
の
教
訓
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

天
安
門
事
件
の
教
訓
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
大
衆
向
け
に
は
思
想
統
制
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
。
幹
部
に
は
反
腐
敗
の
取
り
組
み
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
と
は
、
基
本
的
に
今
の
習
近
平
氏
の
政
治
の
あ
り
方
が
決
ま
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
２
０
０
２
年
か

ら
２
０
０
７
年
、
年
齢
で
言
う
と
54
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
人
間
、
こ
の
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
お
そ
ら
く
新

し
い
も
の
よ
り
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
固
ま
る
時
期
で
す
。
習
氏
も
、
や
は
り
こ
の
浙
江
省
時
代
の
ス

タ
イ
ル
が
今
に
至
る
ま
で
基
本
的
な
継
続
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
浙
江
省
は
日
中
の
懸
案
で
あ
る
東
シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
の
最
前
線
で
す
。
そ

こ
で
彼
は
、
こ
の
海
の
問
題
に
つ
い
て
非
常
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
、
１
年
に
も
満
た
な
い
時
期
で
し
た
が
、
上
海
時
代
で
は
、
彼
の
政
治
の
あ
り
方

の
中
で
の
歴
史
、
特
に
共
産
党
の
歴
史
と
国
家
の
歴
史
に
つ
い
て
、
最
高
指
導
者
で
あ
り
経
営
者
が
、

自
分
の
父
親
世
代
が
作
っ
た
会
社
を
ど
う
や
っ
て
こ
の
先
、
も
た
せ
て
い
く
の
か
。
そ
う
い
う
、
歴
史
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に
対
す
る
責
任
意
識
が
非
常
に
強
く
な
っ
た
こ
と
が
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
抽
象
的
な
話
で

は
な
く
て
、
例
え
ば
彼
が
２
０
１
２
年
に
党
総
書
記
に
な
っ
て
以
降
も
、
な
ぜ
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
く

の
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
例
え
ば
２
０
１
４
年
に
は
毛
沢
東
時
代
に
軍
隊
の
会
議
が
開
か
れ
た
福
建
省

の
古
田
に
行
き
、
わ
ざ
わ
ざ
軍
の
会
議
を
や
り
ま
す
。
17
年
の
第
２
期
政
権
が
始
ま
る
19
回
党
大
会
の

後
に
は
最
高
指
導
部
全
員
を
引
き
連
れ
て
、
共
産
党
創
立
の
大
会
の
記
念
館
を
訪
問
し
て
「
初
心
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
来
年
１
０
０
周
年
な
の
で
す
が
、
彼
は
自
分
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
い
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
ア
マ
ル
ガ
ム
」
と
し
て
の
習
近
平
、
継
承
発
展
と
独
自
性

　

最
後
に
習
近
平
氏
の
全
体
的
な
特
徴
と
過
去
の
指
導
者
の
関
係
を
ま
と
め
た
表
（
56
ペ
ー
ジ
資
料

12
）
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
23
年
以
降
を

彼
自
身
が
や
る
か
彼
の
子
飼
い
の
部
下
が
や
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
中
国
は
特
定
の
政
治
指
導
者

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政
治
理
念
に
か
な
り
強
く
拘
束
さ
れ
た
、
新
し
い
政
治
発
展
の
時
代
に
入
り
つ



56

資
料
12　「

ア
マ
ル
ガ
ム
」
と
し
て
の
習
近
平
、
継
承
発
展
と
独
自
性

指
導
者

毛
沢
東

鄧
小
平

江
沢
民

胡
錦
濤

習
近
平
の
政
治
論
を
構
成
す
る
基
本
要
素
、
政
策
内
容

共
有

要
素

・
政

治
活

動
の

基
本

理
念

、
権

力
観

、
組

織
・

イ
デ

オ
ロ

ギ
ー

論

・
大

国
志

向
の

発
想

－「
強

い
中

国
」

希
求

－「
中

国
の

独
自

性
」

重
視

・
発

展
観

、
近

代
化

と
改

革
の

抽
象

的
方

法
論

・
国

家
の

発
展

目
標

と
統

治
の

骨
格

-
－

ビ
ジ

ョ
ン

：
「

中
華

民
族

の
偉

大
な

復
興

」
「

 2つ
の

百
周

年
」

－
方

法
：

中
国

的
法

治
（

「
依

法
治

国
」

）
、

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
の

動
員

・
社

会
変

化
に

適
応

し
た

政
策

的
肉

づ
け

「
科

学
的

発
展

観
」

「
調

和
の

取
れ

た
社

会
」

志
向

の
経

済
・

社
会

政
策

・
習

近
平

：
基

本
は

 「
継

承
・

発
展

」、「
経

路
依

存
性

」
傾

向
強

い
、

保
守

主
義

の
政

治
信

条
→

そ
れ

以
外

の
部

分
、

た
と

え
ば

、 外
交

・
安

全
保

障
政

策
は

、
最

高
指

導
者

の
習

近
平

に
と

っ
て

は
、

数
少

な
い

　
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
手

腕
が

発
揮

で
き

る
分

野
→

ゆ
え

に
 譲

歩
し

に
く

い
部

分
、 「

歴
史

」「
海

」「
軍

」「
台

湾
」

へ
の

強
い

こ
だ

わ
り
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つ
あ
る
こ
と
は
少
し
押
さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 





　

川
島　
　

真

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

【
講
演
４
】中

国
共
産
党
政
権
を
め
ぐ
る
三
つ
の
視
点
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中
国
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
観
点

　

私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
主
幹
と
し
て
全
体
を
取
り
ま
と
め
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、

報
告
書
に
お
い
て
も
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
特
段
何
か
専
門
的
に
掘
り
下

げ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
全
体
を
ど
う
見
る
の
か
、
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
中
国
は
、
政
治
で
あ
れ
経
済
で
あ
れ
、
共
産
党
の
一
党
独

裁
の
国
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
文
化
大
革
命
の
経
験
を
経
て
改
革
開
放
の
時
代
に
入

っ
て
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
、
今
ま
さ
に
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
へ
と
躍
進
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
米
中
対
立
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
、
今
回
の
新
型
肺
炎
で
、
そ
の
対
立
の
様
相
は
一
層
強

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

中
国
を
ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
と
い
う
と
き
に
ま
ず
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
一
党
独
裁
云
々

の
話
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
発
展
を
し
て
い
く
過
程
で
、
共
産
党
の
一
党
独
裁
が
崩
れ
な
い
よ
う
な
制

度
設
計
を
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
特
異
性
で
も
あ
る
し
、
共
産
党
に
と
っ
て
は
あ
る
種
の
チ
ャ
レ
ン
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ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
国
民
の
所
得
が
上
が
っ
て
い
っ
て

も
民
主
化
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
し
、
ま
た
、
多

く
の
国
民
が
海
外
に
留
学
し
た
り
し
て
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
見
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
党
独
裁
を
維

持
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
大
き
な
問

題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
国
は
一
見
、
米
国
に
対
抗
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
中
国
こ
そ
ず
っ
と
米
国
を
必
要

と
し
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
の
経
済
発
展
の
あ
り
方

が
輸
入
代
替
で
は
な
く
て
輸
出
加
工
で
す
か
ら
、
海
外

か
ら
、
特
に
先
進
国
か
ら
の
直
接
投
資
を
受
け
入
れ
て
、

自
分
た
ち
で
製
品
を
作
っ
て
先
進
国
に
売
る
わ
け
で
す
。

そ
の
際
に
、
先
進
国
が
自
分
の
国
の
産
業
を
守
る
た
め

に
関
税
を
上
げ
た
ら
何
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
由
貿

川島研究主幹
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易
体
制
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
つ
ま
り
、
先
進
国
の
ほ
う
が
関
税
を
ど
ん
ど
ん
下
げ
て

く
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
関
税
が
な
い
状
態
で
中
国
の
製
品
を
買
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
戦
前
の
よ
う
に
関
税
の
自
主
権
が
問
題
に
な
る
状
況
で
は
な
く
て
、
戦
後
の
ブ
レ
ト

ン
・
ウ
ッ
ズ
、
あ
る
い
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
中
で
多
く
の
国
々
が
関
税
を
下
げ
て
く
れ
る
こ

と
、
こ
れ
が
中
国
に
と
っ
て
は
最
も
あ
り
が
た
い
も
の
な
の
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て

も
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
世
界
的
趨
勢
の
中
で

中
国
は
発
展
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
入
る
と
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
も
ら
っ

て
、
中
国
は
一
定
程
度
の
高
関
税
を
外
国
産
品
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
最
終
的

に
は
米
国
も
含
め
て
国
際
社
会
が
、
中
国
は
や
が
て
こ
ち
ら
側
と
い
う
か
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
な
り

自
由
貿
易
な
り
、
あ
る
い
は
米
国
の
考
え
て
い
る
秩
序
な
り
に
や
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
寛
容
政

策
が
根
本
に
あ
り
、
そ
こ
に
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
の
中
で
許
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
習
近
平
が
昨

今
、
中
国
こ
そ
が
自
由
貿
易
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
の
を
聞
く
と
笑
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
面
で
は
そ
れ
は
正
し
い
の
で
す
。

　

当
然
、
経
済
発
展
を
し
て
い
く
と
多
く
の
問
題
が
起
き
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
を
ど
う
抑
え
る
よ
う
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に
し
た
か
と
い
う
と
、
所
得
の
再
分
配
の
調
整
で
す
。
経
済
発
展
し
て
い
く
中
で
富
を
分
配
す
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
す
ご
く
乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
国
有
部
門
や
国
家
や
党
に
近
い
部
分
に
よ

り
多
く
の
富
が
再
分
配
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
経
済
発
展
を
す
れ
ば
民
主
化
す
る
と
い
う
議

論
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
国
有
企
業
が
太
っ
て

い
く
し
、
そ
の
国
有
企
業
の
周
り
に
い
る
党
員
の
と
こ
ろ
に
富
が
集
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、
豊
か
な
中

産
階
級
が
や
が
て
政
治
参
加
を
求
め
て
い
く
と
い
っ
た
モ
デ
ル
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
国
有
よ
り
も
民
間
企
業
の
ほ
う
に
富
が
集
ま
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
も
民
間

企
業
が
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、
社
会
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
党
と
し
て
も
対

応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
江
沢
民
や
胡
錦
濤
の
と
き
に
出
来
上
が
っ
て
く
る

よ
う
な
党
員
基
盤
の
拡
大
と
か
、
異
議
申
し
立
て
の
制
度
化
で
あ
る
と
か
、
社
会
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
で
す
。

　

江
沢
民
、
胡
錦
濤
の
と
き
に
は
、
共
産
党
と
い
う
硬
い
制
度
の
も
と
に
あ
る
一
定
の
柔
軟
さ
が
示
さ

れ
、
あ
る
程
度
の
社
会
の
変
化
、
多
様
さ
に
対
応
し
た
動
き
を
見
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
習
近

平
政
権
は
そ
こ
に
一
気
に
逆
の
ア
ク
セ
ル
を
か
け
て
、
胡
錦
濤
期
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
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制
度
化
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
加
え
て
、
海
外
か
ら
多
く
の
投
資
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
先
進
国
等
と
も
あ
る
程
度
歩
調
を
合
わ
せ
よ
う
と
、
対
外
政
策
の
面
で
は
例
え
ば
「
韜と

う

光こ
う

養よ
う

晦か
い

」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ
う
な
対
外
協
調
政
策
を
江
や
胡
の
時
に
は
取
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
も
習
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
国
家
の
安
全
の
論
理
を
発
展
よ
り
も
上
に
置
く
と
い
う
方

向
性
で
し
た
。
こ
れ
が
大
変
大
き
な
問
題
で
、
中
国
だ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
安
全
を
発

展
よ
り
上
に
置
く
こ
と
が
、
発
展
を
重
視
す
る
と
い
う
論
理
で
出
て
き
た
は
ず
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

凌
駕
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
習
近
平
体
制
下
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
丁
先

生
が
話
し
た
よ
う
な
、
政
治
と
経
済
が
分
か
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
こ
こ
に
関
わ
る
し
、

金
野
先
生
が
話
し
た
法
治
も
、
ま
さ
に
そ
こ
に
関
わ
る
話
で
す
。
安
全
が
発
展
よ
り
上
に
い
く
段
階
で
、

安
全
の
論
理
を
正
当
化
し
て
い
く
方
便
と
し
て
法
治
が
使
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
社

会
は
ど
ん
ど
ん
多
様
化
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
法
が
機
能
す
る
た
め
に
は
社
会
に
適
応
す
る
必
要

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
習
近
平
が
そ
の
よ
う
な
措
置
を
取
っ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
は
ま
さ
に
鈴
木
先
生
の
話
と
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も
関
わ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
習
自
身
の
個
性
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
自
身
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
人
口
と
経
済
の
問
題
で
す
。
経
済
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
報

告
書
で
言
え
ば
内

二
郎
先
生
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
マ
ク
ロ
消
費
の
レ
ベ
ル
で
は
だ
ん
だ
ん
と
鈍
化
し

て
お
り
、
消
費
が
落
ち
込
む
と
い
う
か
、
伸
び
率
が
上
が
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
経

済
成
長
が
や
が
て
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
ト
レ
ン
ド
や
、
そ
の
背
景
に
あ
る
人

口
問
題
な
ど
が
あ
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
中
国
の
舵
取
り
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
加
え

て
、
胡
錦
濤
期
の
あ
る
種
硬
い
中
の
柔
軟
な
政
策
、
こ
れ
は
加
茂
先
生
の
論
考
に
も
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
、
強
靭
さ
に
関
わ
る
議
論
で
す
が
、
こ
う
し
た
必
ず
し
も
明
る
く
な
い
現
状
、
将
来
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
舵
取
り
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
柔
ら
か
さ
を
出
し
て
い
く
と
統
治
の
面
で

問
題
が
発
生
す
る
、
あ
る
い
は
共
産
党
一
党
独
裁
に
対
し
て
よ
く
な
い
面
が
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
８
年
度
の
研
究
成
果
：
経
済
／
技
術
／
国
際
関
係
と
い
う
三
つ
の
視
点

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
共
同
研
究
を
進
め
て
い
く
か
で
す
。
２
０
１
８
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年
の
共
同
研
究
で
は
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
国
共
産
党
政
権
の
根
本
的
な

問
題
点
は
、
統
治
も
あ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
経
済
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
経
団

連
で
の
共
同
研
究
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経
済
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、

そ
の
経
済
で
は
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
の
で
す
。

も
と
も
と
共
産
党
政
権
の
正
当
性
は
革
命
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
経
済
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、
そ
の
経
済
は
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
特
に
２
０
１
８
、

19
年
か
ら
は
自
動
車
で
あ
れ
携
帯
電
話
で
あ
れ
、
マ
ク
ロ
消
費
の
成
長
が
だ
ん
だ
ん
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
、
２
０
３
５
年
の
あ
た
り
に
な
れ
ば
人
口
そ
の
も
の
が
減
少
局
面
に
向
か
っ
て
い
く
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
生
産
人
口
は
既
に
減
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

国
有
企
業
の
問
題
も
含
め
て
、
こ
の
経
済
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
ま
ず
し
っ
か
り
見
る
こ
と
が
課

題
だ
ろ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
経
済
問
題
に
付
随
し
て
出
て
く
る
問
題
が
、
や
は
り
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は
経

済
の
み
な
ら
ず
政
治
そ
の
他
に
い
ろ
い
ろ
関
わ
る
問
題
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
中
国
経
済
を
こ
れ
か
ら

ど
う
見
る
か
と
い
う
と
き
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
う
な
る
か
は
と
て
も
重
要
で
す
。
先
端
産
業
を
ど
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う
担
う
か
だ
け
で
は
な
く
て
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
国
・
社
会
に
と
っ
て
無
人
化
、

自
動
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
ま
す
し
、
今
回
の
新
型
肺
炎
の
中
で
も
ま
た
強
調
さ
れ
て
い

る
論
点
で
す
。
無
人
化
、
自
動
化
と
い
う
領
域
が
ど
れ
だ
け
で
き
て
い
る
か
が
、
人
口
が
減
っ
て
い
く

社
会
、
あ
る
い
は
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
極
め
て
重
要
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
は
中
国
の
覇
権
が
云
々
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
経
済
発
展
や
人
口
減
少
に
入

っ
て
い
く
国
に
と
っ
て
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
発
展
を
考
え
る
上
で
、
と
て
も
重
要
な
論
点
な
の
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
加
え
て
、
中
国
自
身
が
お
そ
ら
く
経
済
の
次
に
来
る
政
権
の
正
当
性
と
し

て
、
習
近
平
も
よ
く
言
い
ま
す
が
、
科
学
技
術
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
型
肺
炎
の
中
で
中
国
は
５

Ｇ
の
社
会
実
装
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
衛
星
「
北
斗
」
打
ち
上
げ
実
験
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ず
っ
と

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
政
府
の
テ
コ
入
れ
が
分
か
る
わ
け
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て
は
典
型
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
中
国
技
術
論
、
最
近
は
あ
ま
り
聞

か
れ
ま
せ
ん
が
、
２
０
１
８
年
の
頃
に
は
、
や
は
り
社
会
主
義
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
て
あ
り
得
な

い
と
い
っ
た
議
論
が
ず
い
ぶ
ん
と
聞
か
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
を
経
済
に
続
く

第
二
の
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
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以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
世
界
の
中
で
の
中
国
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
や
は
り
一
帯
一

路
の
こ
と
も
含
め
た
国
際
関
係
、
中
国
が
海
外
で
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
い
っ
た
い

ど
う
い
う
性
質
の
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
世
界
の
国
々
が
中
国
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
の
か
を
考
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

国
際
関
係
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
国
自
身
の
対
外
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
軍
事
安
全
保
障
、
援
助

の
専
門
家
に
入
っ
て
も
ら
い
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
過
大
評
価
も
過
小
評
価
も
で
き
な
い

と
い
う
軍
事
の
側
面
や
、
ま
た
、
援
助
に
つ
い
て
も
、
国
際
標
準
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
改
革
し
て
い

る
姿
、
そ
し
て
債
務
の
罠
に
つ
い
て
も
、
お
金
を
借
り
入
れ
る
国
の
立
場
で
見
る
と
、
中
国
以
外
の
選

択
肢
が
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
も
見
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

２
０
１
９
年
の
研
究
成
果
：
経
済
・
技
術
／
内
政
／
財
政
（
社
会
保
障
）
と
い
う
三
つ
の
視
点

　

２
０
１
９
年
の
研
究
は
、
２
０
１
８
年
の
経
済
、
技
術
、
国
際
関
係
な
ど
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
や

は
り
も
う
一
度
内
側
に
返
っ
て
み
よ
う
と
、
経
済
、
技
術
は
残
し
て
、
内
政
と
財
政
（
社
会
保
障
）
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
報
告
書
は
既
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
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年
の
報
告
書
は
本
日
未
定
稿
の
状
況
で
配
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
経
済
の
部
分
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
の
連
続
で
す
ぐ
２
０
１
８
年
の
段
階
で
問
題
と

し
た
こ
と
が
、
依
然
と
し
て
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
米
中
対
立
と
い
う
新
た
な
側

面
が
加
わ
っ
て
貿
易
の
面
で
の
ダ
メ
ー
ジ
が
中
国
に
も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
面
で
は
相
当
な
成
果
が
見
え
始
め
て
い
て
、
５
Ｇ
の
社
会
実
装
を
含
め
て
だ
ん
だ
ん
と
形
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
米
国
が
強
い
警
戒
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
大
き
な

論
点
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

先
ほ
ど
丁
先
生
か
ら
話
が
あ
っ
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
問
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
来
て
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
の
問
題
が
大
き
な
論
点
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
留
意
す
べ
き
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
と
き
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
衛
星
シ

ス
テ
ム
、
携
帯
端
末
な
ど
、
米
国
や
先
進
国
が
提
供
し
て
き
た
通
信
の
た
め
に
必
要
な
国
際
公
共
財
に

対
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
図
っ
た
の
は
中
国
の
ほ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
が

先
に
自
分
た
ち
で
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
引
こ
う
と
し
、
自
分
た
ち
で
衛
星
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
中
国
製
の

端
末
を
作
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
米
国
か
ら
見
え
な
い
よ
う
な
通
信
空
間
が
広
が
っ
て
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き
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
人
民
元
も
流
れ
る
よ
う
に
で
き
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
た
だ
中
国
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
る
空
間
と
同
時
に
、
米
国
側
が
作
っ

て
い
る
空
間
の
ほ
う
に
も
入
っ
て
い
け
る
。
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
的
に
出
て
い
け
る
わ
け
で
す
。
こ
ち
ら

側
か
ら
は
中
国
に
入
っ
て
い
く
の
に
は
困
難
が
あ
る
の
で
す
が
、
中
国
は
自
ら
の
創
出
す
る
空
間
と
、

先
進
国
の
提
供
す
る
空
間
と
の
二
面
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

米
国
は
、
中
国
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
が
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
も
や
り
始
め

て
い
ま
す
。
争
点
は
主
に
軍
民
両
用
の
先
端
産
業
で
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
す
。
そ
の
中
で
台
湾
の
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
つ
い
て
、
米
国
が
そ
の
工
場
を
ア
リ
ゾ
ナ
に
誘
致
す
る
と
い
う
話
に
な
り
、
こ
れ
が
今
、
大

き
な
論
点
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
科
学
技
術
が
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
き
て
い
て
、

日
本
に
と
っ
て
も
大
問
題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
新
型
肺
炎
の
後
、
中
国
が
い
ろ
い
ろ
な
国
々
と

の
関
係
性
を
回
復
さ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
踏
み
絵
を
相
手
国
に
踏
ま
せ
て
い
く
中
で
、
香
港
問
題
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
も
出
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

内
政
の
問
題
は
先
ほ
ど
少
し
話
し
ま
し
た
が
、
習
近
平
政
権
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
政
権
が
統
治
を
強
化
し
て
い
る
と
か
、
硬
い
統
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治
を
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ
は
何
の
た
め
な
の
か
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
習
近
平
個
人
の
性
格
に
帰
す
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
ま
た
中
国
に
お
け
る
政

権
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分
に
つ
い

て
の
議
論
と
し
て
は
、
ま
ず
、
加
茂
先
生
の
論
考
が
あ
り
ま
す
。
強
靭
さ
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
め
ぐ
る

問
題
、
つ
ま
り
、
異
議
申
し
立
て
を
制
度
化
を
し
て
柔
ら
か
さ
を
あ
る
程
度
求
め
て
い
こ
う
と
し
た
江

沢
民
、
胡
錦
濤
期
に
代
わ
っ
て
、
習
近
平
は
そ
の
制
度
化
を
逆
行
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
議
論
。
そ
し

て
、
鈴
木
先
生
は
、
習
近
平
の
統
治
の
あ
り
よ
う
を
、
習
の
キ
ャ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
25
年
間
の
地
方
統

治
に
求
め
、
金
野
先
生
の
法
治
の
議
論
は
、
非
常
に
硬
い
部
分
も
あ
る
が
実
は
リ
ベ
ラ
ル
な
法
治
、
リ

ベ
ラ
ル
な
改
革
と
い
う
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
で
し
た
。

　

財
政
を
新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
２
０
１
９
年
か
ら
片
山
ゆ
き
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の

部
分
は
、
中
国
の
財
政
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、
財
政
を
見
れ
ば
中
国
自
体
が
い
っ
た
い
ど

こ
に
今
問
題
点
を
感
じ
て
い
て
、
ど
こ
に
お
金
を
入
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国

防
も
あ
る
の
で
す
が
、
社
会
保
障
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
そ
こ
に
お
金
が
入
っ
て
い
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
確
か
で
す
。
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た
だ
、
そ
こ
に
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
加
え
て
経
済
対
策
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
減
税
で
歳
入
が
減

っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
社
会
保
障
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
も
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
中
で
、「
相
互

宝
（
シ
ャ
ン
フ
ー
バ
オ
）」
と
い
う
、
社
会
の
ネ
ッ
ト
空
間
に
提
供
さ
れ
て
い
る
新
し
い
保
険
、
社
会

保
障
の
ス
タ
イ
ル
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
便
利
な
も
の
で
、

農
民
工
、
農
村
に
広
ま
っ
て
い
る
が
、
か
と
い
っ
て
こ
れ
は
国
民
全
員
に
行
き
渡
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
政
府
が
提
供
す
べ
き
「
社
会
保
障
」
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
姿
も
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
／
２
０
１
９
の
研
究
成
果
か
ら
の
展
望
と
新
型
肺
炎
問
題

　

こ
う
し
た
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
型
肺
炎
が
い
っ
た
い
何
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の
か
を
話
し
ま

す
。
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
あ
ま
り
多
く
は
話
せ
ま
せ
ん
が
、
経
済
の
面
で
言
う
と
、
先
ほ
ど
Ｖ
字

回
復
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
回
復
は
Ｖ
字
な
の
で
し
ょ
う
が
、
マ
ク
ロ
消
費
の
低
迷
を
打
ち
破
る

ほ
ど
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
消
費
、
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

無
人
化
、
自
動
化
な
ど
は
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
一
つ
の
論
点
と
な
っ
て
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い
く
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
公
共
投
資
が
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て

い
く
の
か
。
政
府
活
動
報
告
は
民
間
企
業
、
中
小
企
業
の
重
点
化
を
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て

本
当
に
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ほ
う
を
見
て
い
く
と
、

こ
れ
は
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
、
新
型
肺
炎
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
あ
ま
り
関
係
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
部
分
な
ど
に
資
金
が
回
る
の

か
、
見
極
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
政
面
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
感
染
対
策
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
政
府
批
判
が
出
て
い
ま
す
し
、
ま

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ロ
ナ
感
染
を
警
告
し
た
李
文
亮
医
師
の
話
に
つ
い
て
政
府
へ
の
異
議
申
し
立
て
が
あ
っ

た
に
し
て
も
、
習
近
平
政
権
が
進
め
て
き
た
よ
う
な
、
非
制
度
化
と
言
う
べ
き
か
、
硬
い
統
治
の
あ
り

よ
う
に
対
し
て
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
李
克
強
と
の
対
立
は
、
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
の
ほ
う
に
つ
い
て
は
李
克
強
、
病
気
の
管
理
の
ほ
う
に
つ
い
て
は

習
近
平
が
話
を
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
に
し
て
も
、
直
ち
に
対
立
と
読
み
込
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

先
ほ
ど
鈴
木
先
生
か
ら
、
お
そ
ら
く
２
０
２
２
年
以
降
も
習
政
権
が
続
く
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
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そ
う
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

財
政
面
は
よ
り
一
層
大
変
で
、
国
債
、
地
方
債
の
大
量
発
行
を
認
め
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
で
財
政

が
一
層
厳
し
く
な
り
ま
す
し
、
経
済
対
策
で
も
っ
て
減
税
し
ま
す
か
ら
歳
入
が
減
り
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
中
国
の
中
央
財
政
が
破
綻
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
負
担
が
か
か
る
の
は
お

そ
ら
く
地
方
、
省
レ
ベ
ル
で
す
。
こ
れ
も
注
意
し
て
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
面
を
見
て
い
る
と
、
先
ほ
ど
話
し
た
李
文
亮
医
師
の
案
件
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
空
間
を
通

じ
て
異
議
申
し
立
て
が
出
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
他
面
で
社
区
な
ど
基
層
社
会
の
ほ
う
に
統
治
が

強
く
入
り
込
ん
で
末
端
ま
で
監
視
、
統
制
が
あ
る
程
度
進
み
、
そ
れ
が
今
回
の
感
染
対
策
で
大
き
な
効

果
を
あ
げ
た
の
で
す
。
感
染
対
策
で
活
躍
し
た
の
が
基
層
に
お
け
る
党
員
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

者
た
ち
で
す
。
具
体
的
に
現
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
は
関
心
事
で
す
。
単
に
上
か
ら

お
触
れ
を
出
せ
ば
下
ま
で
行
く
わ
け
で
は
な
く
、
基
層
レ
ベ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
幹
部
た
ち
、
基
層
工
作

者
た
ち
が
政
府
の
意
向
を
汲
み
入
れ
な
が
ら
自
分
た
ち
の
管
轄
に
い
る
人
々
の
行
動
を
管
理
す
る
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
た
の
か
は
関
心
事
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
基
層
社

会
と
権
力
、
政
府
側
と
で
何
か
デ
ィ
ー
ル
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
が
で
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き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
あ
っ
た
米
国
の
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
副
補
佐
官
の
中
国
語

の
演
説
に
あ
る
よ
う
に
、
新
型
肺
炎
に
よ
っ
て
米
中
対
立
が
民
主
や
ら
自
由
や
ら
と
い
う
考
え
方
、
価

値
観
の
部
分
に
入
り
込
ん
で
き
た
た
め
、
こ
れ
は
も
う
米
中
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
至
っ
た
と
言
う

人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
、
関
税
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
価
値
観
へ
と
対
立
が

及
ん
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
全
面
的
な
冷
戦
に
な
る
と
い
う
よ
り
、
個
々
の

論
点
で
の
対
立
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

先
進
国
か
ら
中
国
へ
の
投
資
が
果
た
し
て
減
る
の
か
ど
う
か
。
先
ほ
ど
丁
先
生
は
、
日
本
か
ら
は
減

ら
な
い
と
い
う
話
で
し
た
が
、
世
界
的
に
ど
う
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
外
交
、
戦

狼
外
交
に
は
非
難
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
多
く
の
国
や
地
域
、
と
り
わ
け
先
進
国
で
、
中
国
問

題
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
先
進
国
が
世
界
で
そ
ん
な
に
う
ま
く
や
っ
て
い
る
の
か
と
言
え

ば
、
こ
れ
も
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
す
。
中
国
が
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
な
ら
ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
オ
ウ
ン
ゴ
ー

ル
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
中
国
だ
け
が
独
り
負
け
る
わ
け
で
も
な
い
と
思
い

ま
す
。
中
国
が
も
っ
と
う
ま
く
や
れ
ば
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
は
国
内
統
治
を
優
先
す
る
面
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も
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
何
と
も
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

米
国
等
へ
の
感
染
拡
大
の
中
で
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
勝
負
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
る
理
解
と
、
今
回
の
新
型
肺
炎
を
経
て

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
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習
近
平
の
強
権
的
統
治
の
背
景
と
理
解
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
問
題
に
み
る
政
経
分
離
、

　

新
型
肺
炎
後
の
景
気
対
策

川
島　

既
に
事
前
の
質
問
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
モ
デ
レ
ー
タ
と
し
て
各
報
告
者
に
質
問
を
投

げ
、
そ
の
上
で
事
前
の
質
問
及
び
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
質
問
の
あ
る
方
は
「
質
問
と
回
答
」
に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
私
の
目
の

前
の
画
面
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
私
か
ら
、
国
家
の
安
全
の
論
理
が
経
済
発
展
の
論
理
の
上
に
行
く
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
お
い
て
政
経
分
離
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
習
近
平
と
い
う
人
が
法
治
の
論
理
と

反
腐
敗
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
理
を
使
い
な
が
ら
、
そ
の
施
策
を
推
し
進
め
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
鈴
木
先
生
に
う
か
が
い
ま
す
。

　

鈴
木
先
生
の
ご
報
告
を
読
ん
で
い
く
と
、
習
近
平
の
地
方
指
導
者
時
代
の
25
年
間
の
う
ち
、
海
に
面

し
た
と
こ
ろ
に
い
た
と
い
う
話
や
農
業
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
福
建
省
時
代
に
は
台
湾
の

話
が
出
て
き
ま
す
。
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
習
近
平
が
制
度
化
に
逆
行
す
る
動
き
を
す
る
と
か
、

か
な
り
強
権
的
な
統
治
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
姿
に
関
連
し
て
、
歴
史
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
浙
江
か
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ら
上
海
に
い
た
と
き
に
、
国
家
の
歴
史
か
ら
党
の
歴
史
に
関
心
が
移
る
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
が
江
沢
民
、
胡
錦
濤
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
選
挙
制
度
、

協
商
民
主
な
ど
に
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
極
め
て
重
要
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
の
報

告
に
よ
れ
ば
97
年
９
月
の
15
回
党
大
会
の
選
挙
で
、
彼
は
中
央
候
補
委
員
に
選
ば
れ
て
中
央
に
復
帰
す

る
足
が
か
り
を
得
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
選
挙
結
果
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
彼
は
最
下
位
で
し
た
。
そ
の
最
下
位
だ
と
い
う
こ
と
が
選
挙
制
度
に
対
し
て
習
が
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
な
っ
て
い
っ
た
一
つ
の
背
景
で
は
な
い
か
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
か
と
い
っ
て
、
そ

れ
だ
け
に
よ
っ
て
胡
錦
濤
期
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
硬
い
政
治
の
中
の
柔
ら
か
さ
と
も
言
え
る

制
度
を
全
部
覆
し
て
い
く
こ
と
の
説
明
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
は
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
す
。
そ
の
あ

た
り
、
彼
の
福
建
時
代
、
上
海
時
代
、
浙
江
時
代
に
お
い
て
す
で
に
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
先

生
が
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
を
お
う
か
が
い
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
習
近
平
政
権
で
２
０
１
２
年
か
ら
、
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
硬
い
政
治
に

な
っ
て
い
た
の
は
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
が
、
金
野
先
生
は
そ
れ
に
対
し
て
、
司
法
の
面
、
法
治
の
面

で
見
て
い
く
と
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
実
は
ソ
フ
ト
な
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
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言
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
非
常
に
面
白
い
の
は
、
報
告
書
（
未
定
稿
）
の
１
２
３
、 

１
２
４
ペ
ー
ジ
で

加
茂
先
生
は
、
そ
う
い
う
要
素
を
見
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
協
商
民
主
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て

も
、
政
策
決
定
を
す
る
前
に
関
係
す
る
諸
ア
ク
タ
ー
に
意
見
を
聞
い
て
調
整
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
も
、
継
続
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
意
味
合
い
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
加
茂
先
生
は
捉
え

て
い
て
、
結
構
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
そ
う
し
た
一
部
の
制
度
、
胡
錦
濤
期
か
ら
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
意
味
合
い
は
全
部
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
う
し
た
柔
ら
か
さ
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
な
っ
て

い
く
と
加
茂
先
生
は
書
い
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
金
野
先
生
は
、
そ
う
で
は
な
く
て
依
然
と
し
て
ソ
フ

ト
な
も
の
も
残
っ
て
い
る
と
見
る
の
か
ど
う
か
、
こ
こ
は
議
論
の
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加

茂
先
生
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
含
め
て
お
考
え
を
教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

丁
先
生
に
は
や
は
り
政
経
分
離
の
問
題
で
す
。
政
治
と
経
済
が
分
け
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
政
治
の

あ
る
種
の
硬
い
部
分
の
国
家
の
安
全
の
論
理
が
、
内
政
、
経
済
だ
け
で
は
な
く
対
外
貿
易
の
面
で
も
上

位
に
お
か
れ
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
し
て
や
今
度
は
、
米
国
の
ほ
う
が
中
国
に
学
ん
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
仕
掛
け
て
く
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
丁
先
生
も
挙
げ
ら
れ
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
問
題
が
出
て
き
て
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い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
か
な
り
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
企
業
で
、
米
国
に
工
場
を
出
す
こ
と
は
、
米
国
の
、

特
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
裁
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
間
の
取
引
が
難
し
く
な
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
る
部
分
に
大
き
な

シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
か
な
り
厳
し
い
局
面
に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
見
方
が
あ
り
、
一
方
で
、
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
そ
れ
で
も
大
丈
夫
だ
と
い

う
議
論
と
、
相
当
苦
し
い
が
、
自
前
で
調
達
す
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
議
論
、
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
中
で
部
分
的
に
会
社
が
割
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
丁
先
生
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
お
そ
ら
く
企
業
の
論
理
と
国
家
の
論
理
が
ぶ
つ
か
り
合
う
わ
け
で
す
。
国
家
の

安
全
の
論
理
と
企
業
の
進
め
て
い
る
論
理
が
ず
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
国
際
企
業
が
多
い
わ
け
で
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ラ
ッ
グ
を
企
業
が
背
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
の
で
、
企
業
の
論
理
と
国
家
の

論
理
が
ど
う
な
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
の
話
は
大
事
な
の
で
、
丁
先
生
に
は
も
う
一
つ
質
問
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
国
は
、
景
気

対
策
を
ま
た
や
る
わ
け
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
に
日
本
円
で
60
兆
円
、
四
川
の
地
震
対
策
の
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分
も
含
め
て
で
す
が
、
投
資
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
経
済
は
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
い
ま
し
た
。

一
時
的
に
世
界
経
済
が
支
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
過
剰
投
資
の
ダ
メ
ー
ジ
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。
あ
の

と
き
と
同
じ
こ
と
を
今
回
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
失
敗
せ
ず
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち

ろ
ん
、
習
近
平
、
李
克
強
も
そ
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
、
き
ち
ん
と
や
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
か

と
い
っ
て
、
中
小
レ
ベ
ル
の
企
業
に
お
金
を
投
資
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
中
国
の

こ
う
い
う
場
合
の
投
資
は
、
往
々
に
し
て
地
方
の
省
政
府
と
国
有
企
業
に
流
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
防
い
で
や
る
と
言
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
で
き
る
の
か
。
も
し
こ
れ
で
ま
た
リ
ー
マ
ン
直
後
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
た
大
き
な
負
債
、
過
剰
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
ど
う
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
の
特
権
で
デ
ィ
マ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
並
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
鈴
木

先
生
か
ら
順
番
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

習
近
平
の
強
権
的
統
治
の
背
景
：
権
力
闘
争
と
共
産
党
政
権
瓦
解
へ
の
危
機
感

鈴
木　

今
回
の
報
告
書
で
は
、
習
近
平
氏
の
主
に
地
方
指
導
者
時
代
を
書
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
大
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事
な
ス
パ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
２
０
０
７
～
12
年
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
、
会
社
で
言
う
と
、

ト
ッ
プ
で
は
な
い
け
れ
ど
も
経
営
陣
に
入
っ
た
時
期
で
す
。
そ
こ
で
何
を
見
て
何
を
感
じ
た
の
か
、
こ

こ
は
資
料
的
な
ア
ク
セ
ス
も
含
め
て
な
か
な
か
厳
し
い
壁
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
思
う
に
、
最
高
指
導
部
の
中
に
入
っ
た
け
れ
ど
も
ト
ッ
プ
で
は
な
い
時
期
、
質
問
に
つ
い
て
は

こ
の
時
期
が
お
そ
ら
く
大
切
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
の
力
量
不
足
で
な
か
な
か
カ
バ
ー
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
二
つ
大
事
な
点
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
闘
争
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
家
は
闘
争

し
な
い
と
駄
目
で
す
。
そ
れ
も
か
な
り
厳
し
い
闘
争
。
薄
熙
来
氏
と
の
権
力
闘
争
は
、
私
は
お
そ
ら
く

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
習
近
平
降
ろ
し
が
部
分
的
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
党
内
の
厳
し
い
権
力
闘
争
を

闘
っ
て
勝
ち
抜
い
た
。
そ
こ
で
彼
の
政
治
家
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
有
り
体
に
言
え
ば
、
強
面
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
演
技
か
本
心
か
は
と

も
か
く
と
し
て
、
闘
争
に
お
け
る
変
化
が
大
事
で
す
。

　

か
つ
て
米
国
大
統
領
の
ニ
ク
ソ
ン
は
、
政
治
家
は
一
度
選
挙
を
や
ら
な
い
と
駄
目
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
中
国
に
は
選
挙
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
露
骨
な
権
力
闘
争
で
政
治
家
と
し
て
の
成
長
を
促

す
と
い
う
こ
と
の
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
り
薄
熙
来
氏
と
の
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思
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い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
方
指
導
者
の
時
代
と
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
時
代
で
は
情
報
の
量
と
質
が
全
然

違
う
こ
と
で
す
。
彼
は
そ
こ
で
そ
の
時
期
に
、
共
産
党
の
党
務
を
担
当
し
ま
す
。
組
織
や
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
か
な
り
辛
辣
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
自
分
の
父
親
た

ち
が
作
っ
た
共
産
党
の
政
権
が
瓦
解
す
る
と
い
う
か
な
り
本
格
的
な
危
機
感
を
抱
い
て
、
い
ざ
自
分
が

ト
ッ
プ
に
な
っ
た
ら
猛
烈
な
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
て
急
速
な
集
権
化
と
反
腐
敗
闘
争
を
行
っ
た

と
い
う
二
つ
、
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
動
き
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

　

習
近
平
の
強
権
的
統
治
へ
の
理
解
：
共
産
党
政
権
を
支
え
る
「
豊
か
さ
」「
便
利
さ
」「
偉
大
さ
」

鈴
木　

も
う
一
つ
、
こ
れ
は
私
へ
の
質
問
で
は
な
い
の
で
す
が
、
川
島
先
生
が
先
ほ
ど
、
習
近
平
時
代

に
な
っ
て
発
展
よ
り
も
安
定
の
ほ
う
の
優
先
度
が
上
が
っ
た
と
い
う
の
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
私
は
、

今
の
米
国
と
の
関
係
も
含
め
て
、
こ
れ
は
中
長
期
的
な
共
産
党
の
支
配
の
正
当
性
の
、
内
部
的
な
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
と
い
う
か
、
習
近
平
時
代
の
前
ま
で
は
広
い
意
味
で
の
鄧
小
平
時
代
で
す
が
、
ま
ず
内
政

を
安
定
さ
せ
て
、
そ
の
上
で
経
済
の
開
発
を
進
め
、
そ
し
て
豊
か
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
国
際
的
な
力
に
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変
え
て
国
際
的
な
地
位
の
向
上
を
は
か
る
。
つ
ま
り
、
内
政
の
安
定
と
発
展
と
対
外
的
な
威
信
、
国
際

的
な
地
位
の
向
上
が
相
互
に
発
展
し
て
、
こ
の
勝
利
の
方
程
式
が
非
常
に
う
ま
く
回
転
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

で
は
今
、
習
近
平
は
、
そ
の
勝
利
の
方
程
式
を
ど
の
よ
う
に
組
み
替
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
の

研
究
会
の
中
で
も
少
し
出
た
の
で
す
が
、
今
の
共
産
党
政
権
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、「
豊
か
さ
」

と
「
便
利
さ
」
と
「
偉
大
さ
」
で
す
。「
豊
か
さ
」
は
経
済
的
な
豊
か
さ
で
す
が
、
こ
れ
も
川
島
先
生

が
言
っ
た
よ
う
に
、
昨
今
の
米
中
対
立
や
コ
ロ
ナ
の
問
題
以
前
に
も
と
も
と
中
国
の
経
済
改
革
の
停
滞

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
成
長
率
に
関
し
て
は
経
済
の
長
期
的
な
低
落
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
考

え
る
と
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
「
豊
か
さ
」
の
バ
ラ
ン
ス
、「
豊
か
さ
」
で
政
権
を
支
え
る
力
が
落
ち

ま
す
。
そ
の
落
ち
た
分
を
ど
こ
で
支
え
る
か
と
い
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
化
を
中
心
と
す
る
生
活

の
利
便
性
、
満
足
度
。
こ
れ
が
「
便
利
さ
」
な
の
で
す
が
、
中
国
の
人
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
中
で
満

足
度
が
高
い
の
で
す
。
こ
れ
が
ま
ず
大
事
な
点
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
外
部
と
の
摩
擦
や
軋
轢
が
多
少
高
ま
っ
て
無
理
が
あ
ろ
う
が
、
一
帯
一
路
で
あ
っ
た

り
、
例
え
ば
、
航
空
母
艦
を
海
に
浮
か
べ
て
偉
大
な
軍
事
力
を
見
せ
る
。
何
と
な
く
す
ご
い
、
偉
大
だ
。
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政
権
ス
ロ
ー
ガ
ン
自
体
が
「
偉
大
な
中
華
民
族
の
復
興
」
で
す
。
つ
ま
り
、
経
済
的
な
「
豊
か
さ
」
で

支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
落
ち
て
き
て
、
そ
れ
を
「
便
利
さ
」
と
「
偉
大
さ
」
で
支
え
る
。
こ
こ
に
は
、

前
に
見
た
勝
利
の
方
程
式
の
よ
う
な
、
安
定
、
発
展
、
対
外
的
な
威
信
と
い
う
サ
イ
ク
ル
や
緊
密
な
関

係
が
あ
ま
り
な
い
。
こ
ち
ら
が
落
ち
て
こ
ち
ら
を
上
げ
て
と
、
バ
ラ
バ
ラ
と
し
た
正
当
性
の
担
保
な
の

で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
可
解
に
見
え
ま
す
。
同
時
に
、
一
方
で
は
経
済
が
苦
し
い
の
に
、

外
で
は
あ
ん
な
に
戦
線
を
拡
大
し
て
大
丈
夫
か
と
見
え
ま
す
が
、
長
期
的
に
見
る
と
、
政
権
を
支
え
る

正
当
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
か
な
り
変
化
し
て
い
て
、
組
み
替
え
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
今
の
状
況
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

習
近
平
の
強
権
的
統
治
へ
の
理
解
：
全
て
は
共
産
党
一
党
独
裁
堅
持
の
た
め

金
野　

質
問
の
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
は
お
そ
ら
く
、
加
茂
先
生
が
報
告
書
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
硬
い
政
治
、
強
靭
性
、
非
制
度
化
と
い
っ
た
中
央
集
権
化
、
そ
う
し
た
習
近
平
政
権

の
硬
い
政
治
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
私
が
報
告
し
た
よ
う
な
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
社
会
に
お
け
る
リ
ベ
ラ

ル
な
変
化
の
よ
う
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
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す
。

　

政
治
面
と
社
会
面
と
い
う
形
で
二
面
的
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
か

な
り
違
っ
た
像
が
出
て
く
る
の
が
中
国
の
昔
か
ら
の
特
徴
で
も
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
非
常
に
卑
近
な
例
で
す
が
、
私
の
経
験
か
ら

話
し
ま
す
。
中
国
に
留
学
す
る
以
前
は
、
中
国
政
治
は
か
な
り
中
国

共
産
党
独
裁
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
私
も
含
め
て
多
く
の
留
学
生
が

思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
中
国
に
留
学
し
て
感
じ
る
の
は
、

意
外
と
日
本
よ
り
自
由
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
あ
る
種
の
開

放
感
を
持
ち
ま
す
。
ま
ず
は
生
活
実
感
と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ
う

い
う
感
覚
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
か
が
私
の
テ

ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
国
の
共
産
党
政
治
の
現
在
の
状
況
に
関
し
て
言
う
と
、
加
茂
先

生
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
権
力
の
一
元
化
、
中
央
集
権

化
が
展
開
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
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今
回
私
が
報
告
し
た
よ
う
な
社
会
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
い
い
の
か
。
ま
ず
、
中
国
共
産
党

中
央
、
そ
し
て
習
近
平
が
何
を
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
私
の

視
点
で
は
や
は
り
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
一
党
独
裁
の
堅
持
。
そ
れ
は
経
済
よ
り
も
上
に
来
る
。
そ
の

た
め
に
中
央
集
権
化
も
あ
る
し
、
社
会
の
変
化
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
私
自
身
は
捉
え
て
い
ま
す
。

　

政
治
的
な
異
議
申
し
立
て
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
政
権
以
上
に
激
し
く
弾
圧
を
加
え
て
い
く
。
一

方
で
、
非
政
治
的
な
人
々
、
一
般
の
市
井
の
人
々
に
関
し
て
言
え
ば
、
あ
る
種
公
正
な
裁
判
に
よ
っ
て

適
切
に
利
害
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
満
を
解
消
す
る
。
裁
判
所
を
通
じ
て
、
不
満
を
解
消
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
社
会
を
よ
り
低
コ
ス
ト
で
安
定
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
を
維

持
す
る
。

　

中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
維
持
と
い
う
視
点
で
は
、
政
治
的
な
異
議
申
し
立
て
に
対
す
る
弾
圧
も
、

非
政
治
的
な
市
井
の
人
々
に
対
す
る
公
正
な
裁
判
も
、
あ
る
種
合
理
的
な
選
択
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
究
極

の
目
標
で
す
。
政
治
目
標
と
い
う
よ
り
は
、
全
体
的
な
目
標
と
し
て
の
中
国
共
産
党
一
党
独
裁
の
堅
持
。

こ
れ
が
こ
う
し
た
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
標
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
全
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て
合
理
的
な
選
択
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
れ
を
政
治
的
な
異
議
申
し
立
て
に
対
す
る
弾
圧
、
そ
し
て
非
政
治
的
な
一
般
人
に
対
す
る

公
正
さ
を
香
港
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
と
、
今
度
は
い
わ
ゆ
る
政
治
的
な
異
議
申
し
立
て
、
言
論
の
自

由
が
保
障
さ
れ
て
い
た
社
会
の
側
か
ら
は
極
め
て
強
烈
な
違
和
感
の
よ
う
な
も
の
を
持
た
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
中
で
今
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
と
、
全
体
と
し
て
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。

川
島　

金
野
先
生
に
質
問
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
の
話
を
受
け
て
で
す
。
中
国
で
は
、
中
国
共
産
党
一

党
独
裁
さ
え
認
め
れ
ば
基
本
的
に
大
き
な
自
由
を
享
受
で
き
る
と
考
え
て
い
い
の
か
。
た
だ
し
、
中
国

共
産
党
一
党
独
裁
を
認
め
な
い
場
合
に
は
徹
底
的
に
縛
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ご
質
問

で
す
。

金
野　

そ
の
人
間
の
立
場
に
も
よ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
社
員
な
ど
の
一
般
の
市
民
に
関
し
て
言
え

ば
、
中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
を
支
持
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
大
き
な

自
由
は
享
受
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
逆
に
、
も
し
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
極
め
て

大
き
な
弾
圧
、
抑
圧
を
受
け
る
の
も
確
実
で
す
。
そ
れ
は
政
治
家
で
あ
る
か
は
関
係
な
く
、
大
学
の
教

員
も
含
め
て
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
も
と
で
現
在
生
活
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
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す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
将
来

丁　

川
島
先
生
か
ら
大
き
く
三
つ
の
ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ

れ
か
ら
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
と
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
関
係
。
次
に
こ
の
問
題
か
ら
や
や
視
点
を
広
げ
て
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
企
業
の
原
理
、
そ
れ
と

も
国
家
の
原
理
、
ど
ち
ら
を
優
先
的
に
働
か
せ
る
か
。
最
後
に
、
中
国
政
府
が
今
や
ろ
う
と
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
対
策
10
兆
元
に
上
る
大
規
模
投
資
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
の
国
有
企
業
の
肥
大
化
を
招

く
よ
う
な
事
態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
三
つ
の
質
問
で
す
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
質
問
で
す
が
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
問
題
は
、
短
期
的
な
タ
イ
ム
ス
パ
ン
と
長
期
的

な
タ
イ
ム
ス
パ
ン
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
ご
存
じ
の
よ
う
に

ハ
イ
シ
リ
コ
ン
と
い
う
半
導
体
の
設
計
会
社
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
生
産
工
場
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ほ
ぼ
全
て
外
注
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
最
先
端
の
５
ナ
ノ
、
７
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
チ
ッ
プ
に

関
し
て
は
全
面
的
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
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米
国
は
今
年
の
春
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
対
し
て
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
の
制
度
を
さ
ら
に
強
化
し
、

25
％
規
定
か
ら
ほ
ん
の
少
し
で
も
米
国
の
技
術
が
含
ま
れ
た
場
合
は
輸
出
の
規
制
対
象
に
な
る
と
い
う

厳
し
い
措
置
を
取
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
想
定
し
て
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
２
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
既
に

在
庫
を
大
量
に
た
め
る
よ
う
な
動
き
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
措
置
に
対
し
て
米
国
は
１
２
０
日
の
猶
予
期
間
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
１
２
０

日
間
に
お
い
て
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
、
実
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
対
し
て
大
量
の
追
加
発
注
を
し
て
い
ま
す
。
業

界
の
専
門
家
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
対
策
を
取
っ
た
こ
と
で
少
な
く
と
も
２
年
間
は
、
携
帯
電

話
の
端
末
で
用
い
ら
れ
る
チ
ッ
プ
、
５
Ｇ
の
通
信
設
備
で
用
い
ら
れ
る
チ
ッ
プ
は
ま
ず
問
題
な
く
使
用

し
続
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
え
ま
す
。

　

次
に
、
長
期
的
に
ど
う
な
る
か
。
２
年
経
っ
た
後
、
も
し
米
国
と
の
関
係
が
全
く
緩
和
さ
れ
な
い
場

合
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
こ
の
２
年
の
間
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に

対
し
て
、
米
国
の
技
術
を
取
り
除
い
た
新
し
い
生
産
ラ
イ
ン
の
構
築
を
迫
る
だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
米
国
で
も
新
工
場
を
創
設
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
米
国
政
府

と
の
取
引
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
米
国
で
新
型
半
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導
体
工
場
を
作
る
代
わ
り
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
と
の
取
引
も
あ
る
程
度
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
狙
い
が
、

ま
ず
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
ほ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
長
期
的
に
考
え
て
み
れ
ば
、
競
合
相
手
が
存
在
す
る
わ
け
で
す
。
サ
ム
ス
ン

は
今
こ
の
半
導
体
の
製
造
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
し
、
5
ナ
ノ
、
7
ナ
ノ
に
関
し
て
は
間
も
な

く
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
じ
技
術
水
準
に
到
達
す
る
と
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
国
国
産
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
と
い
う
、
台
湾
か
ら
帰
国
し
た
技
術
者
を
中
心
に
作
ら
れ
た
会
社
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
会
社
も
少
な
く
と
も
14
ナ
ノ
ま
で
は
今
、
製
造
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
お
そ
ら
く
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
も
取
引
を
し
な
が
ら
同
時
に
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
を
育
て
て
い
き
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
完
全
な
る
国
産
化
を
促
す
で
し
ょ
う
。
国
産
化
と
い
っ
て
も
、
米
国
以
外
の
、

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
メ
ー
カ
ー
と
も
提
携
し
な
が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
し
い
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
作
る
と
い
う
選
択
肢
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
米
国
に
頼
ら
な
い
新
し
い
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
を
中
心
に
構
築
し
て
い
く
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
も
競
合
相
手
が
あ
る
わ
け
で
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
よ
り
も
早

く
脱
米
国
の
生
産
ラ
イ
ン
が
構
築
で
き
た
場
合
、
お
そ
ら
く
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
だ
け
で
は
な
く
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
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、
Ｖ
ｉ
ｖ
ｏ
と
い
っ
た
中
国
系
メ
ー
カ
ー
も
一
気
に
そ
ち
ら
に
製
造
委
託
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
期
的
な
視
点
か
ら
す
る
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
戦
略
的
な
成
長
に
と
っ
て
は
非
常
に

不
利
な
要
素
に
な
り
ま
す
の
で
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
お
そ
ら
く
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
要
請
に
は
応
じ
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
米
国
を
排
除
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
も
し
構
築
で
き
な
い
場
合
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
が

ど
う
な
る
の
か
。
そ
れ
で
も
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
潰
れ
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
の
会
社
は
、
あ
る

意
味
で
は
最
先
端
技
術
の
塊
で
す
。
通
信
分
野
、
携
帯
電
話
端
末
分
野
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
最

先
端
の
製
造
業
分
野
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
自
動
車
用
の
車
載
半
導
体
製
造
、
監
視
カ
メ
ラ
向

け
の
チ
ッ
プ
製
造
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
参
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
信
の
分
野
か
ら
完
全
に
排

除
さ
れ
て
も
こ
の
会
社
は
ま
ず
食
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
信
に
関
し
て
言
う
と
フ
ァ

ー
ウ
ェ
イ
は
５
Ｇ
の
必
須
特
許
の
件
数
が
世
界
最
大
で
す
。
世
界
全
体
の
10
％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
保
持

し
て
い
ま
す
し
、
質
の
面
で
見
て
も
確
か
に
ト
ッ
プ
３
に
入
る
ぐ
ら
い
の
非
常
に
高
い
質
の
特
許
も
所

有
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
製
造
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
毎
年
か
な
り
膨
大

な
特
許
料
が
手
に
入
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
完
全
に
黒
子
に
徹
し
て
、
国
際
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舞
台
に
出
て
い
か
な
い
、
し
か
し
そ
の
代
わ
り
に
国
内
で
技
術
力
を
駆
使
し
な
が
ら
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
や
Ｖ
ｉ

ｖ
ｏ
な
ど
、
新
し
い
中
国
会
社
の
世
界
展
開
を
支
援
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
言
い
た
い
こ
と
は
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
バ
イ
ヤ
ー
を
規

制
す
る
こ
と
は
半
導
体
産
業
の
長
期
的
な
発
展
に
と
っ
て
決
し
て
い
い
こ
と
で
は
な
い
。
半
導
体
の
世

界
で
は
ム
ー
ア
の
法
則
が
働
い
て
い
ま
す
。
18
カ
月
に
１
回
、
半
導
体
の
コ
ス
ト
は
半
減
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
法
則
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
技
術
進
歩
と
市
場
の
拡
大
の
好
循
環
で
す
。
技
術
進
歩
に

よ
っ
て
コ
ス
ト
が
下
が
り
、
市
場
が
拡
大
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
利
益
が
稼
げ
て
研
究
開
発

に
投
資
で
き
、
さ
ら
に
技
術
が
進
歩
す
る
。
つ
ま
り
、
市
場
の
拡
大
を
阻
止
す
る
よ
う
な
措
置
を
取
る

と
、
半
導
体
産
業
で
は
ム
ー
ア
の
法
則
が
働
か
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
の
論
理
か
国
家
の
論
理
か
：
効
率
と
信
頼
と
い
う
二
つ
の
原
理

丁　

二
つ
目
の
質
問
の
、
企
業
の
論
理
か
国
家
の
論
理
か
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
再
編
成
に
関
し
て
は
、
同
時
に
二
つ
の

原
理
を
働
か
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
が
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
済
の
原
理
、
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企
業
の
原
理
か
ら
す
る
と
や
は
り
効
率
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
市
場
の
大
き
い
と
こ
ろ
に

投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
投

資
を
増
や
す
。
こ
の
よ
う
な
原
理
は
今
ま
で
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と

同
時
に
、
安
全
保
障
の
原
理
や
戦
略
物
資
を
優
先
さ
せ
る
原
理
も
あ
る
程
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
全
く
無
駄
の
な
い
シ
ス
テ
ム
は

成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
お
そ
ら
く
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
冗
長
性
が
増
え

て
く
る
。
中
国
の
よ
う
な
効
率
の
高
い
と
こ
ろ
に
製
造
拠
点
、
販
売
拠
点
を
維
持
し
な
が
ら
同
時
に
、

政
治
的
に
信
頼
が
お
け
る
、
安
全
保
障
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
地
域
に
も
複
数
の
拠
点
を
構
え
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
形
で
回
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
肺
炎
期
の
景
気
対
策
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
対
策

丁　

三
つ
目
の
ご
質
問
の
、
景
気
対
策
は
ど
う
い
う
結
果
を
招
く
の
か
で
す
が
、
今
回
が
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
の
と
き
と
違
う
点
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
最
大
の
目
的
で
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
担
い
手
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
担
い
手
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
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お
金
を
渡
す
の
か
。
三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
今
ま
で
ど
お
り
に
間
接
金
融
、
銀
行
を
通
し
て
主
に
国
有
企
業
に
お
金
が
流
れ
て
い
く

ル
ー
ト
で
す
。
二
つ
目
は
、
ハ
イ
テ
ク
の
分
野
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
が
、
フ
ァ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
、
フ
ァ
ン
ド
を
通
し
て
最
も
技
術
力
の
高
い
民
間
企
業
に
お
金
を
流
し
て
い
く
。

中
国
は
最
近
、
こ
の
分
野
を
非
常
に
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
感
覚
で
言
う
と
官
民
フ
ァ
ン
ド
の

よ
う
な
形
で
政
府
が
Ｌ
Ｐ
（
リ
ミ
テ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
）
に
な
っ
て
フ
ァ
ン
ド
に
お
金
を
拠
出
し
、
そ

の
フ
ァ
ン
ド
を
通
し
て
効
率
の
高
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
お
金
を
渡
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
す
。

こ
こ
数
年
の
起
業
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
ー
ム
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
か
な
り
整
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
た
資
金
調
達
が
今
回
、
メ
イ
ン
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

三
つ
目
の
ル
ー
ト
は
、
政
府
調
達
を
通
じ
て
、
政
府
が
直
接
、
一
番
優
れ
た
業
者
に
お
金
を
渡
し
て

あ
げ
る
。
国
有
企
業
よ
り
も
技
術
力
の
高
い
民
間
企
業
に
お
金
が
流
れ
て
い
く
。
こ
う
い
う
お
金
の
流

れ
方
か
ら
考
え
る
と
、
今
回
は
リ
ー
マ
ン
の
と
き
の
よ
う
な
極
端
な
国
有
企
業
の
非
効
率
化
と
肥
大
化

を
招
く
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
１
点
言
い
た
い
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
、
デ
ジ
タ
ル
産
業
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の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
非
常
に
強
く
働
く
こ
と
で
す
。
固
定
費
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
膨
大
で
強
烈
な
産
業
連
関
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
今
回
の
デ
ジ
タ
ル
投

資
は
、
12
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
よ
り
も
も
う
少
し
効
果
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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質
疑
応
答

　

中
国
か
ら
撤
退
し
な
い
日
本
企
業
と
周
辺
国
企
業

川
島　

そ
れ
で
は
、
議
論
を
オ
ー
プ
ン
に
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
た
め
、
質
疑
内
容
は
、
私
が
代
読
し
ま
す
。
丁
先
生
の
報
告
に
つ
い
て
質
問
が
入
っ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
は
中
国
か
ら
撤
退
し
な
い
選
択
を
す
る
こ
と
が
多
い
と
、
丁
先
生
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

主
に
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
か
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
の
企
業
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
と

い
う
質
問
で
す
。

丁　

決
め
手
は
中
国
市
場
で
す
。
低
賃
金
に
依
拠
し
な
が
ら
中
国
で
安
く
作
っ
て
海
外
に
輸
出
を
し
て

い
く
よ
う
な
会
社
は
、
２
０
１
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
周
辺
国
へ
の
産
業
移
転

が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
電
子
産
業
の
よ
う
に
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
原
則
で
投
資
を
行
っ
て
き
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た
会
社
も
早
い
時
点
、
貿
易
摩
擦
が
生
じ
る
以
前
の
段
階
で
、
東
南
ア
ジ
ア
周
辺
地
域
へ
の
産
業
移
転

が
進
み
ま
し
た
。
今
の
中
国
に
残
っ
て
い
る
会
社
は
基
本
的
に
中
国
の
内
需
に
着
目
し
て
、
中
国
の
内

需
を
開
拓
す
る
た
め
に
製
造
拠
点
を
構
え
る
よ
う
な
会
社
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

周
辺
国
が
、
貿
易
摩
擦
や
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
ど
う
い
う
状
況
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

統
計
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
は
昨
年
の
後
半
以
降
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
周
辺
国
は
中
国
か
ら
中
間
財
を
輸
入
し
、
現
地
で
最
終
製
品
に
組
み
立
て
て
米
国
に

持
っ
て
い
く
。
一
つ
の
新
た
な
国
際
分
業
体
制
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

川
島　

新
型
コ
ロ
ナ
の
期
間
も
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
と
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
デ
ー
タ
で
出
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　　

香
港
の
国
家
安
全
維
持
法
、
習
近
平
の
政
権
続
投
、
中
国
と
の
第
三
国
協
力
体
制

川
島　

事
前
に
届
い
て
い
る
質
問
で
す
。
ま
ず
は
、
金
野
先
生
で
す
。
先
ほ
ど
金
野
先
生
よ
り
香
港
の

国
家
安
全
維
持
法
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
施
行
し
た
の
か
。
背

景
や
理
由
な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
質
問
で
す
。
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鈴
木
先
生
に
は
、
２
０
２
１
年
共
産
党
創
立
１
０
０
周
年
を
経
た
２
０
２
２
年
党
大
会
で
、
習
近
平

第
３
期
政
権
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
実
現
し
な
い
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
か
。
も
し
実
現

し
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
要
因
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
質
問
で
す
。

　

丁
先
生
へ
の
質
問
で
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
る
前
に
、
丁
先
生
と
の
間
で
第
三
国
協
力
の

話
が
出
た
の
で
こ
の
質
問
を
選
び
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
さ
ら
に
激
化
す
る
米
中
対
立
の
も
と
で
日
本
の

立
ち
位
置
は
非
常
に
難
し
く
な
る
け
れ
ど
も
、
日
本
は
中
国
を
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
き
る
位
置
に
は
な

く
、
米
国
と
う
ま
く
や
り
つ
つ
中
国
と
も
上
手
に
付
き
合
い
、
そ
れ
を
中
国
に
も
し
っ
か
り
分
か
っ
て

も
ら
う
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
が
受
け
入
れ
が
た
い
中
国
の
行
動
に
は
き
ち
ん
と
物
申
す
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
例
え
ば
中
国
と
の
第
三
国
協
力
体
制
の
推

進
に
際
し
て
、
案
件
の
開
放
性
、
透
明
性
、
経
済
性
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
力
の
基
本
原
則
、
価

値
観
を
中
国
側
と
し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
困
難
と
十
分
覚
悟

の
上
で
進
む
べ
き
な
の
か
と
い
う
質
問
で
す
。

　

香
港
の
国
家
安
全
維
持
法
施
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の
背
景
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金
野　

な
ぜ
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
、
か
な
り
難
し
い
質
問
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
条
件
は
指
摘
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
２
０
１
４
年
あ
た
り
に
発
生
し
て
い
る
反
中
央
政
府
の
デ
モ
で
す
。
私

も
ち
ょ
う
ど
雨
傘
運
動
と
言
わ
れ
る
時
期
に
香
港
大
学
に
在
外
研
究
で
行
き
、
セ
ン
ト
ラ
ル
が
占
拠
さ

れ
て
い
る
状
況
を
見
て
、
あ
る
種
、
香
港
の
自
由
さ
と
い
う
も
の
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
そ
の
当

時
、
香
港
は
や
は
り
中
国
共
産
党
下
で
抑
圧
さ
れ
て
い
て
自
由
が
な
い
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
た

の
だ
ろ
う
と
言
う
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
例
え
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
の
よ
う
な
場
所
を
日
本
人
学
生
が

占
拠
で
き
る
か
と
言
え
ば
そ
う
い
う
自
由
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
香
港
は
非
常
に

自
由
だ
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
警
察
も
抑
制
的
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
法
治
に
関
す
る
中
国
の
青
書
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
う
し
た
反

政
府
デ
モ
に
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
、
特
に
彼
ら
が
強
調
し
始
め
て
い
た
の
は
、
外
国
勢
力
の
関

与
で
す
。
そ
れ
が
２
０
１
０
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
っ
て
い
き
、
い
わ
ゆ
る
反
マ
ス
ク
法
へ
の
反
発
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
反
中
央
政
府
的
な
動
き
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
反
マ
ス
ク
法
的
な
法
律
は
米

国
に
も
英
国
に
も
あ
っ
て
、
中
国
だ
け
が
必
ず
し
も
抑
圧
的
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

中
央
政
府
が
や
る
と
と
に
か
く
そ
う
い
う
形
で
受
け
取
ら
れ
る
。
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香
港
基
本
法
を
中
央
政
府
が
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
香
港
に
対
す
る
締
め
付
け
を
強
め
、

さ
ら
に
国
歌
の
替
え
歌
な
ど
に
関
し
て
も
取
り
締
ま
り
の
関
与
を
強
め
る
と
い
う
流
れ
は
既
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
今
回
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
が

ま
ず
法
律
的
な
流
れ
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
２
０
１
０
年
代
に
お
け
る
反
中
央
政
府
的
な
デ
モ
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
背
景
に
な
っ
て
、
今
年
に
な
っ
て
そ
う
し
た
規
制
が
導
入
さ
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
れ
は
香
港
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
言
わ
れ
て
い
る
印
象
論
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
一
応
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
あ
っ
て
、
習
近
平
自
身
の
政
治
手
腕
に
対
す

る
批
判
の
よ
う
な
も
の
も
実
は
内
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
、
社
会
に
対
す
る
不
満
、
中

央
政
府
に
対
す
る
社
会
の
不
満
も
コ
ロ
ナ
問
題
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
恐

れ
か
ら
目
を
逸
ら
す
た
め
に
香
港
に
対
し
て
強
圧
的
な
態
度
を
取
り
、
本
土
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど

を
満
足
さ
せ
、
目
を
逸
ら
す
と
い
う
意
味
で
も
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
資
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。　

鈴
木　

金
野
先
生
へ
の
質
問
の
香
港
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
少
し
違
っ
た
見
方
を
持
っ
て
い
ま
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す
。
僭
越
で
す
が
、
私
が
習
近
平
な
ら
こ
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
金
野
先
生
の
言
う
と
お

り
、
彼
の
最
終
的
、
究
極
的
な
目
標
は
共
産
党
の
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
直
接
的
に
破

壊
で
き
る
政
治
主
体
は
ほ
ぼ
唯
一
、
中
国
の
本
土
の
人
だ
け
で
す
。
米
国
の
人
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

米
国
を
筆
頭
と
す
る
外
国
政
府
が
ど
れ
だ
け
言
っ
て
も
、
自
分
の
政
権
を
打
倒
す
る
力
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

当
事
者
で
あ
る
香
港
の
住
民
は
ど
う
か
。
残
念
な
こ
と
に
、
習
近
平
の
意
識
の
中
で
は
、
そ
れ
は
御

し
や
す
い
相
手
で
あ
っ
て
、
直
接
的
な
脅
威
で
は
な
い
。
や
は
り
彼
に
と
っ
て
、
香
港
問
題
に
関
し
て

最
も
敏
感
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
香
港
の
人
た
ち
を
い
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
陸
本

土
の
人
た
ち
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
す
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
も
遺
憾
な
こ
と
に
、
大
陸
本

土
の
主
流
的
な
世
論
は
あ
ま
り
香
港
の
民
主
化
や
民
主
主
義
の
動
き
に
は
同
情
的
で
は
な
い
こ
と
が
現

実
で
す
。
普
通
の
大
陸
の
人
か
ら
見
る
と
、
香
港
人
に
よ
る
香
港
統
治
を
守
れ
と
か
、
一
国
二
制
度
を

守
れ
と
い
う
の
は
普
遍
的
な
、
属
人
的
な
価
値
と
い
う
よ
り
は
属
地
的
な
特
権
に
見
え
る
も
の
で
す
。

普
通
の
大
陸
本
土
の
人
に
は
、
属
地
的
な
特
権
へ
の
固
執
だ
と
見
え
る
の
で
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
す

ご
く
冷
淡
な
視
線
を
持
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
９
月
に
立
法
会
占
拠
が
あ
っ
て
、
万
一
そ
こ
で
民
主
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派
が
勝
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
民
主
主
義
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
当
然
、
大
陸
本
土
に
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、

文
字
ど
お
り
香
港
発
の
和
平
演
変
の
リ
ス
ク
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
今
の
段
階
で
、
残
念
な
こ
と
に
当
事
者
の
香
港
住
民
の
意
志
で
あ
ろ
う
が
米
国
政
府

で
あ
ろ
う
が
関
係
な
く
、
や
は
り
や
る
こ
と
は
や
る
と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
習
近
平
を
中
心
と
す
る
人

た
ち
の
政
治
的
な
認
識
の
あ
り
方
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

習
近
平
の
政
権
続
投
を
阻
む
要
素

鈴
木　

２
０
２
１
年
、
22
年
、
23
年
、
次
期
党
大
会
と
そ
の
先
を
見
据
え
る
と
、
習
近
平
自
身
は
や
は

り
政
権
を
続
投
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
は

自
分
の
言
い
な
り
に
な
る
よ
う
な
人
を
自
分
の
後
任
に
就
け
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
実
現
し
な
い
可

能
性
は
あ
る
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
そ

の
と
き
ど
き
の
政
局
の
動
き
や
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
す
の
で
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
習
氏
自
身

の
政
治
判
断
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
続
投
し
な
い
可
能
性
は
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
い
う
テ
ー
マ
が
彼
の
個
人
と
し
て
の
長
期
政
権
を
阻
む
要
素
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
話
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し
た
共
産
党
政
権
を
支
え
て
い
る
三
つ
の
柱
で
考
え
て
み
ま
す
。「
豊
か
さ
」「
便
利
さ
」「
偉
大
さ
」

で
考
え
て
み
る
と
、「
便
利
さ
」
は
あ
く
ま
で
も
技
術
の
問
題
で
す
の
で
、
一
度
達
成
さ
れ
た
技
術
と

そ
れ
に
基
づ
く
利
便
性
は
、
上
が
り
こ
そ
す
れ
下
が
る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。
問
題
は
、

「
偉
大
さ
」
と
「
豊
か
さ
」
で
す
。「
偉
大
さ
」
は
、
例
え
ば
こ
れ
以
上
対
外
進
出
や
積
極
的
な
現
状
変

更
の
動
き
を
す
れ
ば
当
然
、
既
存
の
覇
権
国
で
あ
る
米
国
と
の
対
立
は
激
化
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
リ

ス
ク
が
高
い
で
す
。

　

た
だ
、
私
が
思
う
に
、
外
部
的
な
摩
擦
は
中
国
の
内
政
に
反
映
す
る
度
合
い
は
や
は
り
限
ら
れ
て
い

る
。
言
い
換
え
る
と
、
米
国
と
の
対
立
は
指
導
部
も
含
め
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
団
結
を
む
し
ろ
凝

集
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
の
閾
値
を
ど
う
考
え
る
か
で
す
が
、
米
国
と
の
摩
擦
を
も
た
ら

す
こ
と
は
、
指
導
部
の
政
権
運
営
に
対
す
る
批
判
と
同
時
に
、
や
り
過
ぎ
れ
ば
当
然
、
内
部
的
な
凝
集

力
を
高
め
て
、
不
満
が
あ
っ
て
も
こ
の
人
に
つ
い
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
辺

の
バ
ラ
ン
ス
が
今
、
米
国
政
府
の
中
で
ど
の
程
度
判
断
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
か
な
り
怪
し
い
で

す
。
や
り
過
ぎ
な
感
じ
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
あ
と
は
や
は
り
「
豊
か
さ
」
の
問
題
で
す
。「
豊
か
さ
」
は
長
期
的
に
見
て
、
上
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が
る
の
は
相
当
難
し
い
。
こ
れ
は
丁
先
生
の
専
門
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
有
企
業
や
、
こ
の

報
告
書
の
中
に
も
あ
り
ま
す
が
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
な
ど
、
構
造
改
革
を
含
め
た
抜
本
的
な
、
そ

れ
も
政
治
体
制
と
緊
密
に
関
連
し
た
社
会
経
済
の
構
造
改
革
を
す
る
こ
と
な
し
に
成
長
率
の
長
期
低
落

は
な
か
な
か
避
け
ら
れ
な
い
で
す
。
そ
う
な
る
と
こ
の
部
分
が
権
力
に
対
す
る
闘
争
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
治
指
導
者
の
認
識
に
反
映
さ
れ
て
、
そ
の
リ
ス
ク
が
習
近
平
氏
の
そ
の
先
の
政
権
続
投
に
影
響
す
る

可
能
性
が
か
な
り
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

米
中
対
立
下
で
の
日
中
連
携
と
日
本
の
立
ち
位
置

丁　

米
中
摩
擦
、
米
中
対
立
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
、
そ
れ
に
関
連
す
る
第
三
国
市
場
協
力
に
対

す
る
見
方
で
す
が
、
ま
ず
日
本
は
非
常
に
重
要
な
立
ち
位
置
に
あ
っ
て
、
日
米
同
盟
を
結
ん
で
い
な
が

ら
中
国
と
も
非
常
に
深
い
経
済
連
携
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
は
ほ
か
に
あ
ま
り
な
い
の
で
、

本
当
に
特
殊
な
存
在
で
す
。

　

中
国
は
、
少
な
く
と
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に
関
し
て
は
日
本
に
非
常
に
高
い
期
待
を
抱
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
技
術
体
系
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ラ
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パ
ゴ
ス
と
い
う
こ
と
は
米
国
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
、
米
国
の
技
術
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
日
本
と
組
ん
で
も
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
、
そ
う

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
例
え
ば
半
導
体
産
業
に
関
し
て
、
日
本
製
の
半
導
体
設
備
を
導
入
し

た
り
、
日
本
製
の
素
材
、
部
品
を
調
達
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
国
産
化
と
言
い
つ
つ
も
、

日
本
企
業
と
共
同
開
発
な
ど
の
連
携
を
し
な
が
ら
設
備
を
作
っ
て
い
く
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
大
企
業
と
の
間
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
町
工
場
、
中
小
零
細
企
業
、
日
本
の
半
導
体
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
担
い
手
と
な
る
中
小
企
業
と
の
間
で
の
連
携
も
最
近
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
に
と
っ
て
も
技
術
に
関
し
て
中
国
と
組
む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
比
較
優
位
は
、
最
近
徐
々
に
川
下
か
ら
川
中
、
川
上
の
ほ
う
に
移
っ
て

き
ま
し
た
。
中
間
財
、
機
械
、
部
品
の
ほ
う
に
比
較
優
位
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
ど
こ
の
国
が
買
っ
て

く
れ
る
の
か
。
米
国
で
は
脱
製
造
業
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
、
も
の
づ
く
り
の
国
内
回
帰
を
い
く
ら
主
張

し
た
と
し
て
も
、
近
い
間
に
日
本
の
中
間
財
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
最
大
の
買
い
手
は
中
国
に
な
っ
て

く
る
。
日
本
の
持
つ
独
自
技
術
、
日
本
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
製
品
を
採
用
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味

で
は
中
国
は
非
常
に
特
殊
な
存
在
で
す
。
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第
三
国
市
場
協
力
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
次
元
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
日
中
の
政
府
の
間

で
推
進
し
て
い
る
の
は
イ
ン
フ
ラ
の
共
同
開
発
で
す
が
、
こ
れ
は
一
番
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
分
野
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
日
本
企
業
と
中
国
企
業
は
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
収
益
に
関
し
て
の
見
方
が
根
本
的
に
違
い
ま

す
。
日
本
は
成
熟
社
会
と
し
て
数
十
年
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
フ
ラ
を
作
る
際
に
こ
れ
が

儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
非
常
に
慎
重
な
態
度
を
取
り
ま
す
。
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
中
国
は
、
ま
だ
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
り
を
告

げ
て
そ
ん
な
に
年
数
も
経
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ン
フ
ラ
は
儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
い
う
認
識
が
非

常
に
強
い
。
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
す
れ
ば
必
ず
儲
か
る
、
時
間
を
か
け
て
無
理
や
り
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
を
や
ら
な
く
て
も
、
今
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ
け
て
さ
っ
さ
と
行
動
に
移
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
理
解

し
て
い
る
の
が
中
国
企
業
で
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
で
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
す
る
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
国
有
企
業
で
、
予
算
も
ハ
ー
ド
の
制

約
も
受
け
て
い
な
い
。
い
く
ら
で
も
国
の
銀
行
か
ら
支
援
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
日
本
企
業
と

比
べ
る
と
慎
重
さ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
連
携
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
昨
年
、
私
は
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ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
を
何
カ
所
か
回
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
系
の
工
業
団

地
に
今
、
日
系
企
業
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
系
工
業
団
地
に
中
国
企
業
が
誘
致
さ
れ
進

出
し
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
業
団
地
で
の
物
流
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で
も
、
日
系
企
業

が
中
国
企
業
向
け
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
よ
う
な
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
価
値
観
の
共
有
と
い
っ
た
高
い
次
元
の
協
力
を
当
面
の
間
は
目
指
さ
ず
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

原
理
で
軽
く
付
き
合
っ
て
、
そ
こ
か
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
徐
々
に
こ
れ
か
ら
連
携
関
係
を
深
め
て
い

く
よ
う
な
や
り
方
の
ほ
う
が
賢
明
か
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

香
港
の
国
家
安
全
維
持
法
施
行
に
よ
る
損
得
勘
定

川
島　

時
間
が
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
質
問
を
紡
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

は
一
問
一
答
で
、
簡
潔
に
１
分
以
内
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

鈴
木
先
生
、
今
回
の
香
港
の
問
題
に
か
ら
め
て
で
す
が
、
中
国
は
損
得
勘
定
を
し
て
国
家
安
全
維
持

法
を
導
入
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
導
入
し
た
こ
と
は
中
国
に
と
っ
て
何
が
得
な
の
か
、
習
近
平
に
と

っ
て
何
が
得
な
の
か
。
中
国
内
政
に
お
い
て
、
習
近
平
の
政
治
的
立
場
は
盤
石
な
の
で
は
な
い
か
と
い
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う
質
問
で
す
。

鈴
木　

歴
史
を
考
え
る
と
後
付
け
な
の
で
す
が
、
指
導
者
は
、
あ
し
た
、
あ
さ
っ
て
、
予
測
不
可
能
な

将
来
に
向
け
て
取
り
得
る
手
段
は
、
基
本
的
に
は
リ
ス
ク
を
極
小
化
す
る
こ
と
が
ま
ず
大
前
提
に
あ
り

ま
す
。
仮
に
９
月
に
あ
る
香
港
の
立
法
会
の
選
挙
（
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
時
）
で
、
民
主
派
が
勝
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
陸
本
土
に
か
な
り
近
い
た
め
、
自
分
た
ち
に
来
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
か
ら
は
盤
石
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
意
思
決
定
を
す
る
為
政
者
に
と
っ
て

は
、
そ
の
リ
ス
ク
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
と
い
う
発
想
か
ら
考
え
る
と
、
や
は
り
何
で
も
芽
は
摘
ん
で

お
く
こ
と
が
基
本
的
な
行
動
ス
タ
イ
ル
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
は
本
当
に
コ
ロ
ナ
を
抑
え
込
め
て
い
る
の
か

川
島　

金
野
先
生
、
こ
う
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の
武
漢
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
が

っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ち
早
く
中
国
は
経
済
も
再
開
し
た
。
本
当
に
コ
ロ
ナ
を
抑
え
込
め
て
い
る
の
か
。

第
二
波
、
第
三
波
へ
の
警
戒
は
世
界
中
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
国
は
情
報
統
制
が
あ
る
か
ら
表
に
出
て

こ
な
い
情
報
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
辺
、
ど
の
よ
う
に
見
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
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金
野　

本
当
に
抑
え
込
め
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
私
自
身
は
か
な
り
疑
問
点
が

あ
り
ま
す
。
中
国
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
含
め
た
情
報
統
制
の
強
固
さ
の
よ
う
な
も
の
は

研
究
対
象
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
現
状
、
中
国
政
府
が
発
表
し
て
い
る
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
の
か

川
島　

丁
先
生
、
伝
統
的
な
質
問
で
す
が
、
中
国
は
米
国
ほ
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
な
い
よ
う
に
見
え

る
け
れ
ど
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
け
る
の
か
。
技
術
の
商
用
化
と
い
う
面
で
は
優
れ
た

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
い
う
質
問
で
す
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

丁　

中
国
政
府
は
自
身
の
問
題
点
を
よ
く
認
識
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ロ
か
ら
１
の
基
礎
研
究
を

支
え
る
体
制
は
、
現
状
で
は
中
国
の
中
に
は
で
き
て
い
な
い
と
い
う
認
識
を
今
の
政
権
は
き
ち
ん
と
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
米
国
と
対
立
、
競
争
し
て
い
な
が
ら
、
米
国
で
採
用

さ
れ
て
い
る
基
礎
研
究
を
促
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
、
仕
組
み
を
今
、
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
き
て
い
ま

す
。
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最
近
、
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究
機
関
で
す
。
中
国
の
教
育
部
や
科
学
技
術

部
に
所
属
し
な
い
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究
機
関
が
北
京
、
蘇
州
、
深
圳
な
ど
の
よ
う
な
町
で
で
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
Ａ
Ｉ
や
脳
、
バ
イ
オ
な
ど
最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
潤
沢
な
研
究

費
を
テ
ン
セ
ン
ト
や
ア
リ
バ
バ
な
ど
の
民
間
企
業
か
ら
預
か
っ
て
い
て
、
な
お
か
つ
、
国
際
評
価
を
き

ち
ん
と
厳
し
く
受
け
て
い
る
。
国
際
的
な
開
か
れ
た
研
究
環
境
の
中
で
、
研
究
者
た
ち
が
評
価
を
受
け

な
が
ら
基
礎
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
米
国
と
対
立
す
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
圧
力
が
あ
る
が
、
圧
力
に
負
け
な
い
た
め
に
は
自
己
変
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
際
に
、
や
は
り
相
手
を
学
ぶ
。
体
制
競
争
と
同
時
に
、
体
制
学
習
も
制
度
学
習
も
行
っ
て

い
く
。
こ
う
い
う
こ
と
に
最
近
、
中
国
政
府
は
力
を
入
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
ア
フ
リ
カ
進
出
を
ア
フ
リ
カ
側
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性

川
島　

時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
て
の
質
問
を
拾
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
大
変
残
念
で
す
が
、

一
言
だ
け
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

質
問
の
中
に
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
進
出
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
企
業
と
し
て
ア
フ
リ
カ
市
場
戦
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略
を
考
え
る
上
で
押
さ
え
て
お
く
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
と
い
う
質
問
で
し
た
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
論

点
が
あ
り
、
中
国
が
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
言
説
が
あ
る
の
で

す
が
、
ア
フ
リ
カ
側
が
中
国
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
点
が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
回
ザ

ン
ビ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
起
こ
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
ア
フ
リ
カ
側
の
視
点
に
立
っ
て
も
の
を

見
る
、
日
本
、
先
進
国
が
、
中
国
が
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
個
々
の
国
が
ど
う
か
と
い

う
観
点
に
立
つ
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
政
策
の
今
後
の
方
向
性

川
島　

習
近
平
政
権
の
台
湾
政
策
の
今
後
の
方
向
性
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
人
民
解
放
軍
の
海
軍
、
空
軍
を
中
心
に
し
て
ハ
ー
ド
な
ラ
イ
ン
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ハ

ー
ド
ラ
イ
ン
は
た
ぶ
ん
当
面
続
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
米
国
の
関
与
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
そ

れ
へ
の
対
応
が
強
ま
り
ま
す
。
た
だ
、
習
近
平
政
権
は
２
０
１
８
年
ま
で
は
台
湾
に
恵
み
を
与
え
る

「
恵
台
31
条
」
と
い
っ
た
、
社
会
に
対
し
て
柔
軟
な
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
や
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
９

年
の
頭
に
突
然
、
習
近
平
が
台
湾
に
対
す
る
武
力
行
使
の
可
能
性
を
言
っ
た
の
で
情
勢
が
変
わ
っ
た
の
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で
す
が
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
習
近
平
政
権
が
ま
た
新
し
い
台
湾
社
会
に
向
け
て
の
ソ
フ
ト
な
政
策
を

始
め
れ
ば
、
ま
た
揺
ら
ぎ
始
め
る
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
か
ら
見
た
次
期
米
国
大
統
領

川
島　

米
国
の
大
統
領
選
挙
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
に
な
る
場
合
、
バ
イ
デ
ン
に
な
る
場
合
、

中
国
か
ら
見
て
ど
う
か
と
い
う
質
問
で
す
が
、
中
国
側
か
ら
す
れ
ば
当
然
な
が
ら
ト
ラ
ン
プ
よ
り
も
バ

イ
デ
ン
の
ほ
う
が
予
測
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
の
場
合
は
デ

ィ
ー
ル
が
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
た
と
え
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
気
候
変
動
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
ズ
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
対
し
て
民
主
党
が
熱
心
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ

カ
は
中
国
と
折
り
合
う
は
ず
だ
と
い
う
予
測
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軍
事
、

安
全
保
障
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
米
中
対
立
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
見
方
も
出
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

観
測
が
今
、
米
国
側
で
も
中
国
側
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
：
中
国
を
め
ぐ
る
問
題
は
近
視
眼
的
に
な
ら
ず
多
面
的
な
見
方
が
重
要
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川
島　

本
日
は
、
３
名
の
委
員
の
報
告
に
続
い
て
、
私
の
ほ
う
で
全
体
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
話
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

中
国
を
め
ぐ
る
問
題
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
加
速
、
拡
大
し
た
り
、
新
た
に
展
開
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。
国
際
秩
序
も
、
中
国
の
中
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
し
、
日
本
の

立
ち
位
置
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
非
常
に
苦
し
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
突
然
何
か
チ
ャ

ン
ス
が
上
か
ら
降
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
す
か
ら
、
固

定
化
さ
れ
た
も
の
の
見
方
は
も
う
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
変
化
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
一

つ
一
つ
見
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
を
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
香
港
の
情
勢
を

中
国
の
中
か
ら
見
れ
ば
こ
う
見
え
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
見
方
と
い
う
も
の
を
多
様
に
組
み

合
わ
せ
て
考
察
す
べ
き
で
、
近
視
眼
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
中
国
を
め
ぐ
る

問
題
に
お
い
て
も
重
要
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

報
告
書
は
ま
だ
完
成
稿
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
お
手
元
に
あ
る
報
告
書
の
未
定
稿
に
つ
い
て

も
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
論
点
が
出
て
く
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
は
２
０
１
８
年
と

２
０
１
９
年
の
報
告
書
同
士
、
あ
る
い
は
委
員
同
士
で
の
見
解
が
多
少
ず
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
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そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ま
た
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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国
際
金
融
危
機
後
の
中
国
経
済
─
２
０
１
０
年
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
巡
っ
て
（
２
０
０
９
年
12
月
14
日
開
催
）

　

11　

中
国
経
済
の
成
長
持
続
性
─
い
つ
頃
ま
で
、
ど
の
程
度
の
成
長
が
可
能
か
？
（
２
０
１
０
年
12
月
17
日
開
催
）

　

16　

ア
ジ
ア
債
券
市
場
整
備
と
域
内
金
融
協
力
（
２
０
１
１
年
３
月
３
日
開
催
）

　

21　

変
貌
を
遂
げ
る
中
国
の
経
済
構
造
─
日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
対
中
戦
略
の
あ
り
方
（
２
０
１
１
年
12
月
９
日
開
催
）

　

26　

日
本
の
通
商
戦
略
の
あ
り
方
を
考
え
る
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
力
と
し
て
（
２
０
１
２
年
３
月
21
日
開
催
）

　

29　

中
国
の
政
治
経
済
体
制
の
現
在
─
「
中
国
モ
デ
ル
」
は
あ
る
─
（
２
０
１
２
年
12
月
21
日
開
催
）

　

34　

日
本
経
済
の
成
長
に
向
け
て
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
と
構
造
改
革
─
（
２
０
１
３
年
３
月
１
日
開
催
）

　

55　

２
０
１
６
年 

米
国
外
交
と
日
米
関
係
の
展
望
─
大
統
領
選
挙
の
行
方
と
米
国
の
対
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
戦
略
―
（
２
０
１
５
年
12
月
15
日
開
催
）

　

73　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
Ｅ
Ｕ
の
将
来
展
望
─
第
二
第
三
のB

rexit

は
起
こ
る
の
か
─
（
２
０
１
８
年
８
月
１
日
開
催
）

　

74　

中
国
の
国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
２
０
１
８
年
10
月
３
日
開
催
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75　

中
国
経
済
・
社
会
の
展
望
と
課
題
（
２
０
１
９
年
１
月
23
日
開
催
） 

　

76　

混
迷
を
極
め
るB

rexit

─
合
意
な
し
の
離
脱
に
至
る
の
か
─
（
２
０
１
９
年
２
月
13
日
開
催
）

　

77　

中
国
の
産
業
競
争
力
・Technology

の
展
望
（
２
０
１
９
年
４
月
17
日
開
催
）

　

79　

現
代
中
国
理
解
の
要
所
─
今
と
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
─
（
２
０
１
９
年
７
月
３
日
開
催
） 

　

83　

欧
州
議
会
選
挙
後
の
Ｅ
Ｕ
情
勢
（
２
０
１
９
年
８
月
２
日
開
催
） 

　

85　

中
国
の
最
先
端
─
技
術
・
社
会
・
政
治
を
展
望
す
る
（
２
０
２
０
年
１
月
24
日
開
催
） 

　

87　

中
国
の
政
策
動
向
と
そ
の
持
続
可
能
性
─
中
国
共
産
党
政
権
を
め
ぐ
る
三
つ
の
視
点
―
（
２
０
２
０
年
７
月
３
日
開
催
）
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